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序文

2012年4月，埋蔵文化財調査センター（以下「センター｣,）は関東の縄文時代研究者で

ある松田光太郎准教授を新たなスタッフにお迎えして開所式を行い，同日第一回の運営委

員会を開催して実質的な一歩を踏み出した．

2012年度センターが実施した調査は50件である（発掘調査6件，立会調査は44件)．発

掘調査では，医学部（本荘地区）で二つの大きな調査を実施した．そのうちの一つ（医学

部基礎研究棟B棟東側とりこわしにかかわる事前調査）では長さ36mにおよぶ近世初期の

大溝が出た．以前の調査で出ていた溝とつながって本荘キャンパスの東を流れる二の井手

用水路につながるようである．

もう一つの調査（国際先端医学研究拠点施設新営にかかわる事前調査）では，6世紀末

から10世紀の建物跡を30軒検出した．柱の位置から復元された平安時代の建物の主軸は託

麻郡の条里の方向と一致するので，この付近まで条里が及んでいたのだろう．

発掘調査と並んで重要なのが報告書の作成である．報告書の作成には発掘調査と同じく

らいの労力と時間がかかる．この刊行をもって発掘調査はようやく終了し，その成果は地

域の歴史の1頁となって社会に還元される．本年度は学長裁量経費により2003.2006.

2011年度調査の報告書を刊行した．大学の配慮に感謝申し上げる．

ところで，調査成果の広報・普及活動もセンターにとって重要な業務である．2012年度

は，既に刊行しているパンフレット「地下の文化財」（黒髪地区版）の中国語・英語版を

作成したA3判の表裏カラー版で，これ1枚で学内の遺跡散歩ができるようになってい

る．学内の遺跡になじみの薄い留学生や外国からのゲストにも，これを手に熊本大学の足

下の歴史を楽しんでもらいたいと思う．このシリーズは本荘地区やその他の地区について

も順次作成してゆく計画である．

学内開発を前にした遺跡の小刻みな消滅は，考古学を専らにする者にとって心痛むこと

である．限られた条件で出来る限り質の高い調査をして，遺跡の価値を学内外に生かして

ゆきたい．

今年も施設部をはじめとする関係部局にお世話になった各位にあつく御礼を申し上げ

る．

2014年1月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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1．本香は熊本大学椛内において.2012年4月1日から2013年3月末

日まで行われた埋蔵文化財の調在および熊本大学埋蔵文化財調査セ

ンターの活動内容に関する年次報告響である．

2．櫛内避跡の調査は，昨年度に引き続き．年次と調査順を表す調張

稀号で表すこととし．出土逝物や記録類もこの番号で整理・管理し

ている．

3．辿跡略号は，地区ごとにローマ字3文字で以下のように表記し

た．黒髪町遺跡群黒髪南地区(KKS).同北地区(KKN).本庄逝

跡医学部櫛内(HTM)．同病院構内(HJH).医学部保健学科柵内

(KHJ).京町台遺跡群教育学部附属小中学校櫛内(KMS).大江遺

跡群薬学部撒内(HJP).

4．調査地点配催図および遺櫛図の座標は．世界測地系による．

5．遺物への注記は，遺跡略号十調査瀞号十出土遺構（位置）の順で

行った．

6．本111=に褐戦した巡物やその他の出土避物および調査にかかわる記

録類はすべて熊本大学埋蔵文化財洲在センターにて保管している．

7．本簡:の執錐は．I章．英文サマリー・ハングルサマリー.付篇お

よび抄録を松田が．Ⅱ章を大坪・松田が行った．

8．本排の編果は松田が行った．
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写真61

写真62

写真63

写真64

写真65

写真66

写真67

写真68

写真69

写真70

写真71

写真72

I地点北東側掘削終了状況（東より）

Ⅱ地点掘削終了状況（東より）－

①地点掘削状況（北東より）

①地点掘削終了状況（北より）－

②地点掘削状況（南東より）

②地点掘削終了状況（南より）－ 24

③地点掘削状況（南より）－

③地点掘削終了状況（南より）

⑤地点掘削状況（北東より）‐

⑤地点掘削終了状況（南より）

24

４
５
５
５
５
５

２
２
２
２
２
２

⑥地点掘削状況（東より）－

⑥地点掘削終了状況（東より）

掘削状況（北西より）

雨水桝設置範囲遺柵確認状況（東より）－26

雨水桝設置範囲遺構掘削終了状況（東より）

26

写真73雨水桝設置範囲1号ピット完掘状況（南より）

26

写真74雨水桝設置範囲2号ピット完掘状況（西より）

26

雨水桝設置範囲掘削終了状況（西より）－26

東半掘削状況（南より）26

南西隅包含層確認状況（南より）27

作業風景（西より）27

東側掘削状況（西より）27

西側掘削状況（西より）27

②地点作業風景（南西より）27

北半掘削状況（南より）28

写真75

写真76

写真77

写真78

写真79

写真80

写真81

写真82

36

外灯撤去部分掘削終了状況（東より)－36

駐車場支柱部分掘削終了状況（西より)－36

配線部分掘削終了状況（南より）36

外灯移設先掘削作業状況（南より）37

外灯移設先遺構確認状況（東より）37

外灯移設先1．2号土坑掘削終了状況

写真120

写真121

写真122

写真123

写真124

写真125

(東より） 37



配管部地点中央部掘削終了状況（西より)－48

配管部地点北西部掘削終了状況（南より)－48

調査区近景（南西より）49

外灯移設先遺構掘削終了状況（東より)－37

外灯移設先掘削終了状況（東より）37

調査区近景（南より）38

掘削断面（南より）38

掘削終了状況（南より）38

調査区近景（北西より）38

南部分掘削作業状況（東より）38

南部分掘削終了状況（南より）38

中央部分掘削終了状況（南東より）39

北部分掘削終了状況（南より）39

調査区近景（西より）39

掘削作業状況（西より）39

掘削終了状況（南より）40

調査区近景（西より）42

北側遺構検出状況（北より）42

南側遺構検出状況（南より）42

調査区全景（南より）42

1号瀞（北側）掘削終了状況（南西より)－42

1号溝（南側）掘削終了状況（北東より)－42

写真169

写真170

写真171

写真172

写真173

写真174

写真175

写真126

写真127

写真128

写真129

写真130

写真131

写真132

写真133

写真134

写真135

写真136

写真137

写真138

写真139

写真140

写真141

写真142

写真143

写真144

写真145

写真146

オイルタンク部掘削作業状況（東より)－49

オイルタンク部掘削終了状況（北東より)－49

オイルタンク部タンク撤去状況（北より)－49

オイルタンク部西壁包含層検出状況（東より）

９
０
０
０
０
１
１
２

４
５
５
５
５
５
５
５

配管部掘削終了状況（南東より)－

配管部西端掘削終了状況（南東より）

A地点掘削風景（南西より）

A地点掘削終了状況（南西より)－

B地点掘削風景（西より）

B地点掘削終了状況（西より)－

調査区近景（南西より）

写真176

写真177

写真178

写真179

写真180

写真181

写真182

写真183

写真184

写真185

写真186

写真187

写真188

写真189

写真190

写真191

写真192

写真193

写真194

写真195

写真196

写真197

写真198

写真199

写真200

写真201

写真202

写真203

写真204

写真205

写真206

写真207

写真208

写真209

写真210

写真211

写真212

車道ケート付近掘削終了状況（南西より)－52

宮本記念館池周り掘削状況（南西より)－52

宮本記念館南西隅掘削作業状況（西より)－52

宮本記念館南西隅掘削作業状況（西より)－52

宮本記念館南側掘削終了状況（西より)－53漏水箇所掘削状況（北より）43

プラグ止め箇所西壁掘削終了状況（東より） 資料館東側掘削終了状況（南より） ３
３
３
３
４
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
７
７
８

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

調査区近景（南東より）43

一次掘削風景（東より）43

東側配管撤去状況（北西より）44

西側配管路掘削状況（南より）44

西側桝撤去掘削状況（南より）44

調査区東側全景（南より）44

調査区西側全景（南より）45

竪穴住居吐竃遺物出土状況（南東より)－45

竪穴住居ｶﾋ掘削状況（南より）45

掘立柱建物吐柱穴半裁断面（東より)－45

溝掘削状況（南東より）45

調査区近景（南東より）46

掘削作業状況（北東より）46

フーチング北側断面（南より）46

調査区北東部掘削終了状況（南東より)－46

掘削状況（西より)－

掘削終了状況（北西より）

写真147

写真148

写真149

写真150

写真151

写真152

写真153

写真154

写真155

写真156

写真157

写真158

写真159

写真160

写真161

写真162

写真163

写真164

写真165

写真166

写真167

トレンチl作業風景（南西より)－

トレンチ1掘削状況（南より)－

通用門作業風景（北西より)－

通用門西半部掘削状況（西より)－

通用門東半部掘削状況（東より)－

①地点掘削終了状況（北西より)－

②地点掘削終了状況（西より)－

②地点掘削終了状況（西より)－

北地点掘削終了状況（東より)－

南地点掘削終了状況（西より)－

全体終了状況（東より）

調査区北半近景（南より）

東側掘削部掘削終了状況（東より）

西側掘削部掘削終了状況（北より）

作業風景（北西より）

遺構面検出状況（南より）

⑥⑦スパン掘削状況（南西より）

Nal作業風景（南東より）

Nal掘削終了状況（東より)－

遺構確認状況（北より)－

遺椛掘削終了状況（北より）

落ち込み完掘状況（北より）

ピット完掘状況（東より)－

調査区近景（西より)－

６
６
７
７
７

４
４
４
４
４

オイルタンク部掘削作業状況（東より)－47

オイルタンク部南壁包含層検出状況（北より） ８
８
８

５
５
５

Na2作業風景（東より)－

Na2掘削終了状況（北より）

47

写真168オイルタンク部タンク除去状況（東より)－48



写真213

写真214

写真215

写真216

写真217

写真218

写真219

写真220

写真221

写真222

写真223

写真224

Na3作業風景（東より)58

Na3掘削終了状況（南より)58

Na4作業風景（東より)59

Na4掘削終了状況（南より)59

Na5作業風景（北東より)59

Na5掘削終了状況（南より)59

A棟地点近景（北西より）59

A棟地点掘削作業状況（西より)－－－60

A棟地点西部桝掘削終了状況（南東より)－60

A棟地点北西部掘削終了状況（東より)60

B棟地点近景（北西より)－

B棟地点掘削終了状況（北より）

60

60
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第I章 本年度の調査1慨要

本年度は，表2のとおり，発掘調査6件，立会調査“

件を実施した．地区別に見ると，黒髪北・南地区12件

本荘北．中．南地区22件，大江地区3件，京m地区6件

城東地区1件である．

本年度実施した主な発掘調査は，本荘北地区における

水銀指定基準超過区域土壊掘削除去に伴う調査(1207調

査地点),外来診療棟新営電気設備工事に伴う調査（1226

調査地点)，医学部駐輪場取設工事に伴う調査(1234調

査地点)，本荘中地区の医学部基礎研究棟(B棟東側）

とりこわし工事に伴う調査(1205調査地点).国際先端

医学研究拠点施設新営工事に伴う調査(1223調査地点）

医学部旧ボイラー室煙突撤去工事に伴う調査（1233調査

地点）である．国際先端医学研究拠点新営工事に伴う調

査以外は，立会調査から切替えた調査である．発掘調査

が本荘地区に偏っているのは．比較的規模の大きな開発

が本荘地区に多かったためと言える

本荘北地区に所在する1207調査地点の調査は病院南西

部の立体駐車場建設区域内の水銀汚染土壌を除去するた

め，地表下2mまで掘削する工事に伴うものであった

発掘したのは雨水桝設世部分で検出されたピット2基で

あったが．この他立会調査では古代の堅穴住居Jll:や瀧の

1

可能性がある土も確認された．本地点から西へ40～60m

離れた所には古墳時代や古代の遺構が多数検出された

0411-0509訓査地点があり，本地点周辺にも該期の避術

が存在していることがわかった．

1226訓査地点の洲査は病院東側の第一立体駐車場の北

側に立てた砺柱1本分の調査であった．地表下Mmに

黒褐色土が存在した．黒褐色土の底面は平坦で，地山と

の層界も明瞭であったため，過構であると判断されたが

掘削範囲が狭かったため，それが溝であるのか，土坑で

あるのか，それ以外の遺構であるのかは判断できなかっ

た．今後周辺が調査されれば，その遺構が何であるのか

が明らかになろう．

1234調査地点は|臨床医学教育研究センター北側に位悩

し，地表下0.9mで，方形の土坑3基が確認された．調

査は工事の掘削底而である地表1.1mまでであったため

土坑の下底面までは検出できなかったが，同センター建

設時(1101調査地点）の調査では431基もの近代墓蛎が

検出されているため，墓城である可能性が高いと推測さ

れた．

本荘中地区の1205調査地点では，地表下1.8m付近に

おいて，解体した建物（恭礎研究棟B棟）の基礎のI'U

表1熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

|恥地区名（学部名）所在地遺跡名称遺跡の種類遺跡の時代備考’

1灘緩蕊豊織繍惑溺膳鴨職識謡淵黒髪町遮跡藤禦緬上
純文・弥生・

奈良・平安

純文・弥生．
2黒髪南地区（工・理）熊本市中央区黒髪2丁目39-1黒髪町遺跡群集落カヒ

奈良・平安

3京町地区（教育学部附属小･中学校）熊本市中央区京町本丁5-12京町台遺跡群集落力|： 弥生・近世

城館｣li.熊本城近世4城東地区（教育学部附属幼稚剛）熊本市中央区城東町5-9熊本城祉
関連通榊

5教育学部新南部膿場熊本市東区新南部6丁115-8新南部逝跡散布地純文・弥生

6沿岸城環境科学教育研究センター上天雌市松胤mi大字合津6061前烏貝塚巣滞｣m

7難織影鍵鮮聯究脈エイ熊本榊火区本職2丁目2-1本“跡散加世撫鋤’

8鰯上地区(畷学部附跡隣医学鵬本榊央区本郷nii-i
本庄避跡
(熊大病院敷
地遺跡）

散布地・巣落Ji!
難地

9本荘南地区（保健学科聯） 熊本市中央区九品寺4丁目本庄遺跡散布地．集落Jll
24=1

1(1大江地区（薬学部等）熊本市大江本町5I

11渡鹿地区（課外活肋施設）熊本市渡鹿4丁I1M

12字留毛地区（学生寄宿舎･職貝橘舎等）熊本市中央区鵬髪7丁目

大江遺跡群官術Jlh

大江遺跡群集落剛：

宇留毛神社周散布地
辺遺跡群

剥1文・弥且

細文

奈良
中世

細文
古噛
平安

縄文

奈良
中世

奈良

奈良

弥生
平安

弥生

平安

弥生
奈良
近代

弥生
平安

平安

平安

奈良

1995年皮の洲在に
よって貝塚でない

ことが判Iﾘ1

周辺遡跡

周辺遡跡
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図1黒髪町遺跡群･本庄遺跡の位置と周辺遺跡の分布図(1/25000)
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表22012年度調査一覧

調査期日調査番号

¥2．4．1(1

12．6．13

12．6．14，15

12．6.18

12．7．9.10

12．10．15．,16

12．6．20.29

12．7．3,26

12．7．:;i

12．8．6．,17

12．6．19～

12-7．19

12．6．25

12-6．29

12-7．3～5

12．7．9，10

12．7．6，9

12．7．13

12．7-17

12．7-23．21

12．7．31

12-8．17.20

12．8・’6，17

12．8．20

12．9-5

12-8．21

12．8．28

12．8．30

12-9．3．4

12．9．12.13

12．9．14

12．9．19

12．920.21

1201

1202

12()3

1204

1205

1206

1207

1208

1209

1210

1211

1212

1213

12H

1215

1216

1217

1218

1219

1220

1221

1222

地点名 調査の種類調杏面積時代

(黒髪南）リド務周南側寄贈樹木植栽工事立会調盗

(京町）附属小学校給食センター耐震立会調振

二次診断捌究業務

(本荘北）本職北地区駐車場配管工事立会訓益

(新没）

(本荘北）樹木移ｲ(i'(等工馴 立会洲在

(本荘中）医学部韮礎研究棟(B棟束立会調迩／

側）とりこわし工耶発掘調杢

(黒髪北）五間記念館南側屋外給水管立会調査

袖修他工邪

(本職北）水銀指定雅準超過区域土壌立会洲炎／

掘削除去発掘洲在

(本雅北）立体雌IjfJ跡支障配線群工事立会捌恋

(本職'I')医学部雅礎研究棟B棟漏水立会洲張

処i殿

(京町）附胸小学校給水本管補修工事立会調喪

(京町）教育学部附属中学校西側フェ立会調森

ンス改修工那

(医病)i脚病棟西側道路陥没復旧工事立会澗査

(本荘北）本荘北地区駐'K場既設配管立会澗森

工'Ii

(本班北）立電体1卵|〔場新営その他工事立会洲在

(城東）教育学部附嘱幼碓|刺屋外埋設ガ立会閥振

ス配笹改修工蛎

(京町）附腕小学校体育館系統排水管立会調査

改修工邪

(医病）駐耶場整備貝控室改修機械設立会洲交

備工堺

(黒髪北）防災符理システム取設工聯立会訓炎

(大江）腿外給水符修理立会i洲炎

“髪北）プール機械室冠水対策工事立会捌張

(vJH)ブロック塀改修工事立会調炎

(医描）外来診縦棟新営機械設備工事立会調盗

0.9ni

7.1㎡

159.7ii1

'36()㎡

756㎡古代・近世

l.Hni

100㎡古代・近代

73.7ni

9,7iii

3.3ni

33.2㎡

(1.9ni

‘168㎡

224.3ni

l()6,5iii

(35㎡）

39.5㎡

1.1111

211.8ni

(100.3㎡）

39.9111

1.2iii

171ni

40㎡

遺構・遺物

巡椛・遺物なし

避椛・遺物なし

磁器

磁器

職・ピット・土師器・

須恵器・陶磁器・鰍骨

遺椛・遺物なし

竪穴住居hl:・墓・柵

(保存）・ピット2．土師

器・須恵器

遺榊・過物なし

遺椛・巡物なし

遺榊・遺物なし

巡柵・遺物なし

避椛・遺物なし

遺柵・遺物なし

磁器・土Ⅲi器

遺柵・遺物なし

造微・通物なし

遺椛・遺物なし

ピッ1，．土器・陶磁器

遺柵・遡物なし

避柵・避物なし

過柵・避物なし

巡榊？

3

’
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調査期日調査番号

12．9．26～28

12．Ill．1～

12．12．18

12．10．15.

12．1(1．23.21

12．II．9

12．11．13

12．11．19.20

12-11-21

12-11-2657

12．12-20

12．12．Ill

12．12．18．19

13．1．28．29

13．1．30

13．2．7．8

13．2．12，13

13．2．21.22

13，2-21

13．2．27

13-2-27

13．2．28

13．3．5

13-3-6

13．3．7

13．3-11．14

13．3．21.25

13-3．26

1223

1221

1225

1226

1227

1228

1229

1230

123!

1232

'233

1231

1235

1236

1237

1238

1239

12-10

1211

1242

1243

1244

第I章本年度の調査概要

地点名 調査の種類調査面狼時代

(本荘中）岡際先端|夷学研究拠点施股立会調壷／

斬鴬r.1f発掘調炎

“髪I櫛）理学部温篭AとりこわしT二立会溺査

11

IｹﾐﾂW)i'W榊|加側地稚改良r.'Ji 厳会洲杏

(ｲ亀||;北）外来診旅柳新‘#瓶気mim厳会,’1従／

発州1柵在

(水:||;､化）噸体駐ﾘK珊新街その他I刈j立会調盗

(辿加）

(蝋髪南）理学部剛場命脈新営'二邪立会調磯

(照礎北）教育学部本館械戦随伴エリ＃立会調盗

(叫髪北）教行学部北側擁確改修エリ‘立会凋査

(XiX.)薬学部A柳南::池系統臆外給立会調飛

水符改修m

(大il)大江地区RI施設屋外給水弁虻会澗盗

取枠r.'Jf-

(本職I')m学部Illボイラー顎煙突撤去立会洲炎／

I'ji 発捌i淵在

(本雅北）｜蜂y:部駐輪場取股r.'Jf 立会,洲森／

碓棚洲在

(咲痢）柵内ガス符緊急術修pjjド逝会洲査

(蝶礎北）教育学部喫煙所股I雌Iﾆﾘﾄﾞ立会調盗

(照髪卿）理学部3号館南側実験廃無立会調森

物悩場I対ド

(照髪南）噛筑内勤'1[i”I新営L1i立会調査

(|侭病）僻内ガス符緊急補修Iﾆﾘ11立会綱査

(M(髪I柳I:'､強部駐輪場エリi立会澗在

(〃fmnnrr学部附Iﾘ;小学校校介A・立会洲描

B柳空知り州llMil'lli取股r.'Ji-

(ｲﾐ’IHn肋物浅源研究m発研究施股立会調森

本館砿#Ill地ドタンク撤去

(本:旧櫛）保他学科E棟東側地中埋設立会調盗

物撤去Iﾆﾘ＃

(本-n;北）府縦師宿舎i:聯院内保育i劇l立会調炎

改修機械股備r.'Ji

1059㎡古代・近仙

I'.'Mm

(14.6㎡）

31.6iii

2.2ni

27.6㎡

132.0m古代

(27.6㎡）

2,5ni

5.2ni.'i代

36.3ri

1.2ni

9.3nii'i代

21.1㎡i1i代・近Ill:

以R

1.hn

0.6㎡

9.0㎡

11.2iii

S.Oni

2.7㎡

27.2㎡

29..Sm

29m

1.8iit

遺構・遺物

溝・竪穴住居靴・掘立

柱建物靴・土坑・ピッ

ト・石製品・土師器・

須恵器・陶磁器・土製

品・鉄製品・猷骨

避櫛・遺物なし

巡柵・遺物なし

遺椛？

迩椛・遡物なし

溝又は住居杜？

遺櫛・遺物なし

ピット・土師器・須惣

器

遺椛・遺物なし

遺撫・遺物なし

ピット・土師器

土坑・土師器・須恋器・

磁器

遺柵・避物なし

遺椛・遺物なし

造櫛・遺物なし

適職・遺物なし

過術・遺物なし

遺柵・遺物なし

避椛・過物なし

遺椛・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし



から，最大幅4.2mの溝が検出された．溝は北東から南

西に向かって緩やかに傾斜するものであった．この溝は

9511調査地点の30号溝,9801調査地点（エイズ学研究セ

ンター）の3号溝とつながるもので，近世初期の所産と

判断された．

1223調査地点は1205調査地点の北隣に位置しているが，

古墳時代後期から平安時代初め（8世紀後葉）にかけて

の堅穴住居杜29軒と．平安時代（9世紀末ないし10世紀

初め）の大形掘立柱建物杜が検出された．今までの調査

では本庄遺跡は本荘北地区，中でも白川寄りの北部域に

おいて遺構が調密に存在することがわかっていた．今回

の調査により，本荘中地区においても集落の拠点的な場

所が存在することが明らかになったと言える．

1233調査地点は本荘中地区の南西部に位置する．旧ボ

イラー室の煙突の基礎の周りには包含層が残っており，

古代の遺構の存在も確認された.1223.1233調査地点に

おいては，古代の遺構は地表下1.2～1.3m付近より検出

されている．当該深度に基礎しか設置されていない建物

5

の場合は，基礎の間に遺構が残っていることが改めて確

認されたと言える．

このほか黒髪地区では立会調査において遺構が確認さ

れた．黒髪南地区の理学部圃場倉庫新営工事に伴い実施

した立会調査(1228調査地点）では地表下0.6mで古代

の遺構の一部が確認された．また黒髪北地区の教育学部

北側擁壁改修工事に伴う立会調査(1230調査地点）では

段丘崖と思われる段差と柱穴と思われる遺構を検出した．

前者は掘削が遺構確認面までで留まり，後者は計画を縮

小して遺構を保存することができた．中でも構内北辺で

段丘崖をとらえたのは重要である．段丘崖の斜面で工事

が行われると浅い位置で遺描が検出されることが予想さ

れるため，今後注意を払う必要がある．

最後に，今年度1205調査地点において，調査員が工事

業者に不適切な指示をして現場を離れたため，遺跡の段

損を起こしてしまった．このようなことがないよう．再

発防止に努めていきたい．

第I章本年度の調査概要





第n章 調査の記録

Ⅱ－1黒髪北地区 (図2．3参照）

I

1．（黒髪北）五高記念館南側屋外給水管補修他工

事に伴う立会調査（1206）

＜調査期間＞

2012年6月25日

く調査面積＞

1.8㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

五高記念館南側入口（西側）付近で水道管の漏水が見

つかったため，急遮補修工事を行った．そのための立会

洲査である．0.7×().7iiiの範囲を地表下0.6mまで掘削し

たが，埋土内である．遡椛・遺物の検出はない

また，緑地帯で陥没した箇所があり，原因究明のため

の掘削を行った．0.9×1.5mの範囲を掘削したところ．

腐食した樹根が入っていることが判明した．これが陥没

写真1漏水箇所作業風景（南より）

写真2漏水箇所掘削状況（西より）

7

写真3陥没箇所掘削状況（北より）

の原因と思われる．地表下0.7mまで掘削すると，一部

で包含屑と思われる黒色の土層と，地山と思われる土層

を検出した．掘削はここまでとして．作業は終了した．

遺椛・逝物の検出はない．

2．（黒髪北）防災管理システム取設工事に伴う立

会調査（1218）

＜調査期間＞

2012年9月3日・4日

く調査面積＞

241.8㎡(100.3㎡）

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

防災管理システム取設工事に伴う立会調査である．

西側のI地点および東側のⅡ地点からなる．

I地点は保健センター南東の緑地帯を通る共同満から，

図書館駐車場南側を通り門術所まで電気配線する工事で

ある．

写真4I地点トレンチ1作業風景（南東より）

第Ⅱ章調査の記録
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皇北地区西半における調査地点配置図（1／a置図(1/200Uノ

ビルm_』錨瞳W型塾岨峨図2
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図3黒髪北地区東半における調査地点配磁図（1/2000）： ；；
鋸；能
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にトレンチ(Tr3)を設定して掘削したところ地表下0.5

mで包含届が検出された．このため．Tr2より東側は少

なくとも包含層の掘削を伴うと判断され，全面について

立会を実施した．東西部は地表下0.6～0.7mで包含層を

検出した．掘削は包含厩上面までとした．

東側の南北ルー1､部分では門衛所から南へ5m程の範

I'llでは.i|i|ii().6mの掘削のうち西半分では包含層は削平

されているものの遺構而が残されており.2.7m付近で

ピットを1つ検出した．東半分は撹乱を受けていた．以

南は樹根が顕著で，掘削面を精査することは困難であっ

たが，地表下0.65～0.7iiiでは遺構面の土届であることは

確認できた．

Ⅱ地点は北隅のハンドホール設置箇所とそこから南へ

延びる''1冊1.5m・長さ約70mの埋設配管路の掘削からなる．

ハンドホール設置箇所(No.1).配管路の中間(No.3).

同南部(No.2)がある．

Ⅱ地点No.Iは工事エリアの北端に当たり.1.6×1.1m

の長方形の範囲を深さl.Omまで掘削し，その東側の接

続部分1.3×0.9mの範囲も掘削した．接続部分は地表下

に塩ビ管があったため，掘削深度が0.5mより浅くなった．

暗褐色の埋土内の掘削で済んだ.Nalにおいて土器2点，

共同満への接続部分について2.1×0.6mのトレンチ

(Trl)を設定して掘削を行った．地表下0.3mで共|司淋

を検出し、共同溝の南側を掘削したところ本体から0.3

mまでが掘り方であることを確認した．施工に必要な深

さ地表下1．Imまで掘削して埋土であることを確認．接

続はこの範囲内で行うよう指示した．

東西ルートの西端部にトレンチ(Tr2)を設定して掘

削を行ったところ，地表下0.7mで包含層を一部検出し，

須恵器片1点が出土した．さらに．Tr2の東側25m付近

写真5I地点東西ルート見通し（東より）

写真6I地点南北ルート掘削状況（南より） 写真8Ⅱ地点Nal作業風景（西より）
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写真7I地点南北ルートピット検出状況（東より） 写真9Ⅱ地点No.1ハンドホール部掘削終了状況(西より）
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陶磁器2点が出土したが，遺構は検出されなかった.No.

2は学務部倉庫Aの東側において1.7×0.7iiiの範囲を深

さ0.7mまで掘削した．掘削したのは暗褐色の埋土であっ

た.Xo.3は薬品庫の北東側において.2.0×0.7mの範囲

を深さ0.7～0.8m掘削した．埋土内の掘削で終わった．

この恥2．3では遺構・遺物はなかった．この配管箇所

は黒髪北キャンパスの東塀近くにあり，塀に向かっての

艦り土の裾部にもあたっており，管路全体を掘削しても

埋蔵文化財に影響はないと判|折し，慎重に工事を進める

ように指示して立会を終了した．

写真10Ⅱ地点No.2掘削終了状況（西より）

写真11Ⅱ地点No.3掘削終了状況（北より）

3．（黒髪北）プール機械室冠水対策工事に伴う立

会調査（1220）

＜調査期間＞

2012年9月11日

く調査面積＞

1.2m

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

プール機械室南東隅の桝設置部分とその南側の配管部

II

分からなる．桝設世部分は0.55×0.5mの範囲を深さ0.1

-0.45m掘削した．掘削は表土ないしは埋土内であった．

配管部分は長さ2.1m.幅0.35～0.4mの範囲を深さ0.35~

0.4m掘削した．掘削は表土ないし埋土内で終わった．

遺物・遺椛はなかった．

写真12掘削作業風景（南東より）

写真13配管部掘削終了状況（南より）

4．（黒髪北）教育学部本館植栽植替工事に伴う立

会調査（1229）

＜調査期間＞

2012年12月10日

く調査面積＞

2.5㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

教育学部周辺の緑地帯・花壇につつじを合計9本植栽

するものである．直径0.3～0.35m.深さ0.25～0.3mの穴

を掘削したが，いずれも埋土内であり遣椛・遡物の検出

はなかった．

第Ⅱ章調査の記録
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5．（黒髪北）教育学部北側擁壁改修工事に伴う立

会調査（1230）

＜調査期間＞

2012年12月18日・19日

く調査面積＞

5.2㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

黒髪北地区北側の敷地を囲う石垣の一部に設置されて

いる擁雌の一部に損壊があったため，古いものを撤去し，

写真18擁壁撤去作業風景（東より）

写真14作業風景（南より）

写真15掘削状況（西より）

写真19擁壁基礎確認状況（東より）写真16掘削状況（北より）
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写真20擁壁設置個所掘削作業風景（東より）写真17掘削状況（北より）
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写真21壁部包含層・遺構面検出状況（南より）
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新しいものを設置する工事である．

擁壁の撤去については．南側を試掘したところ．地表

下0.5mで擁壁の底盤が確認できた．埋土内であり，業

者にはこの深さで撤去するように指示した．

新設箇所については，地上の石垣を撤去した後，新設

予定範囲を掘削した．地表下0.2～0.3iiiで古代の包含層

が確認できたため，一旦掘削をとめ遺構の有無を精査し

たが遺構は確認されなかった．包含層を掘削すると，地

表下0.5mで遺櫛而に達した．精査の結果，柱穴と思わ

れる直径0.6iii程度のピッ1､を検出した．これ以上の掘

削は行わないため，現状保存とした．次に新しい擁壁は

石垣に埋め込む形になるため，従来の石垣の蕊込めに相

当する部分を奥（北）に向かって，壁をおとすように掘

削した。すると，従来の石垣全面から0.8m奥の地点で

擁壁の掘り方が終了し，遺構面と包含層が地上0.9mの

高さで確認された．このため，過椛而上而までをまず掘

削し，遺構の有無を確認したうえで垂直にカットした

大学構内敷地の地表と，囲障外の住宅地の地表とはかな

り標高差があり，この北側の囲障付近に段丘面が存在す

るのではないかと考えられたが，今回の掘削では，恐ら

くその段丘面を検出したと思われる．

6．（黒髪北）教育学部喫煙所設置工事に伴う立会

調査（1236）

＜調査期間＞

2011年10月27日

く調査面積＞

0.6㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

教育学部車庫東側（①地点）と同学部校舎東側出口南

(②地点）からなる．

3

①地点は2.9×1.5mの範囲に喫煙所の基礎5箇所の掘

削を行った．各基礎の規模は一辺0.2～0.3mの方形をな

し，深さは浅いもので0.4m.深いもので0.75mあった．

全ての掘削箇所において，地表直下0.05mまではアス

ファルト，0.2ないし0.3mまでは砕石があった.5箇所

のうち4箇所ではその直下に黒褐色ないし暗褐色の包含

層が存在し，掘削底面まで続いていた．そのうち南西隅

の1箇所は0.75mまで掘削したが，その断面の観察によ

ると，地表下0.35mまではやや軟らかい黒褐色土が存在

し，地表~ド0.45mまではややしまる黒褐色土が存在した

地表下0.75iiiまでは上層に比べやや明るい暗褐色土が存

在し，部分的にブロック状になっていた．上記4箇所を

除く北西隅の1箇所は地表下0.7iiiまで埋土が入ってお

り，その底面で暗褐色土が確認された．この黒褐色土は

古代または弥生時代の可能'性があるが，遺物は出土せず，

時期は特定できなかった．暗褐色土も過物は出土せず，

時期は不|ﾘ1である．遺構は黒褐色土または暗褐色土の上

面で確認したが，検出されなかった．

②地点は2.8×1.3mの範囲に5箇所の基礎を掘削する

工事であったが，北西隅，南西隅，北東隅の3箇所の掘

削に立ち会った．各基礎の規模は0.3×0.3m.北西隅は

写真22①地点近景（南東より）

写真23①地点南西隅掘削終了状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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地表下0.6m.南西隅は同0.67in.北東隅は|司0,1mまで

掘削したが．いずれも埋土の存在を確認しただけであっ

た．避購・遺物の検出はなかった．

写真24②地点近景（南東より）

写真25②地点北西隅掘削終了状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録

’

Ⅱ－2黒髪南地区 (図4．5参照）

1．（黒髪南）事務局南側寄贈樹木植栽工事に伴う

立会調査（1201）

＜調査期間＞

2012年4月10日

く調査面積＞

0.9㎡

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子．

＜調査概要・結果＞

事務局南側の樹木植栽工事箇所はアスファルト道路面

より少し高くなった芝生部分に当たる．

2箇所の1､レンチ掘削を行った.西側の掘削箇所は0.6

x0.6iiiの範mで．深さ0.1mまで掘削したが，埋土内で

あり．遺構・避物ともに検出しなかった．東側の掘削箇

所は当初0.6×0.6m.深さO.I5iiiまでの掘削であったが

下にコンクリート基礎が検出されたため，熊本市文化振

興課へ連絡の上。西側に拡張し.0.9×0.7m.深さ0.45

mまで掘削した．なお文化財'保護法93条の届出は1mx

写真26全体掘削状況（南より）

写真27東側掘削状況（南より）



5

図4黒髪南地区における調査地点配置図（1/2000）

第Ⅱ章調査の記録
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1111.深さ0..5iiiであった．こちらも掘削は埋土の中で収

まり，遺物・遺構ともに検出されなかった．

写真30温室機械室基礎撤去状況（北東より）

2．（黒髪南）理学部温室Aとりこわし工事に伴う

立会調査（1224）

＜調査期間＞

2012年10月15日・23日・24日

く調査面積＞

193㎡(11.6㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

理学部圃場に設置されている温室A及び附属物の撤去

工事に立ち会った．

温室機械室北側の機器類基盤については．コンクリー

ト盤がlOcm程度表土に埋まっている状態であった．一部

を破砕して掘削を伴わずに撤去が可能であることを確認

した．

温室機器室は，基礎を全面出したのち，基礎内側を基

礎底盤（地表下0.5m)まで掘削した．この範囲は全て

埋土である．外側を試掘したところ，底稚が外側に広が

らない事が判明した．過榊検出而に近い深さであるため，

写真28機器類基礎撤去作業風景（北西より）

写真31温室A基礎確認状況（南西より）

写真32温室A基礎確認状況（西より）
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写真35倉庫基礎掘削状況（北東より）写真34埋設管検出状況（北西より）
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写真36倉庫基礎掘削状況（北東より）

基礎は掘削せず内側へ破断，引き倒して撤去することと

した．温室A本体も，同様の基礎柵造であったため，温

室A基礎の撤去も同じ工法をとることを確認，指示した．

温室A南側の桝2箇所については，温室側が既に掘削

されているため。温室側に倒すことで撤去が可能であっ

た．

温室から北に延びる水道管はiliiiio.imで掘削して管を

出し，栓から0.3m付近で切断し撤去した．側溝は.u

字ブロックを重機で引き上げて撤去し，周辺の掘削を伴

わないようにした．

巡榊・巡物の検出はなかった． 写真37倉庫西側基礎部掘削状況（北西より）

3．（黒髪南）理学部圃場倉庫新営工事に伴う立会

調査（1228）

＜調査期間＞

2012年11月26日・27日・’2月2011

＜調査面積＞

132㎡（27.6㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

理学部圃場に倉庫と洗い場．水生植物栽培槽周囲に

フェンスを設世する工事である．土間以外の部分では，

既往の洲査成果を鑑みると遺柵而に達する恐れがあった

ため，基礎工事部分については立会を行った．

倉庫基礎部分では．地表下0.5mまで掘削を行った．

一部で遺樵面に達したが，これ以上の掘削は行わず，他

の場所ではぎりぎり包含層内に収まった．西側の独立基

礎は0.9×0.9m．深さ地表下0.6～0.7m掘削を3箇所にお

いて行ったが．いずれも埋土内であった．

新しく敷設する北へ延びる水道部分はipiii0.3ni.深さ

0.3～0.1illの掘削を行った．埋土内であった．倉庫北側

東西に延びる水道管も同様に掘削し，埋土内に収まった．

写真38配管部掘削状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録
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写真39倉庫北側配管部掘削状況（北東より） 写真40フェンス基礎工事前風景（北東より）

鰐
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西側の南北部分はi|il,i().9m.深さ0.4mで棚削した．埋土

内であった洗い場設置部分も1.15×1.15iiiの範囲を地

表下0.7mまで掘削したが，埋土内であった．

水生植物栽培槽周囲に巡らせるフェンス基礎では．0．3

x0.3m.深さ0.5iiiを南側で3か所，門柱に相当するや

や大きい基礎を設置する個所では0.6×0.6iii.深さ0.6iii

を掘削した．小さいフェンス基礎は全て埋土内に収まっ

た．大きな基礎部分では過椛而に達したため精査を行っ

たが，逝構は確認されなかった．

写真41フェンス基礎①掘削状況（北東より）

図5黒髪南地区（東部）における調査地点配置図（1/2000）
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写真42フェンス基礎④掘削状況（北東より） 写真44樹木撤去作業状況（西より）
●J

＃'急

グ
２
口

砂
・
Ｑ
ａ

Ｄ
ｂ
ａ
免

，報

ル4
暇
．
．
＃
閏
．
．
；
僻
溌
潮
切
罰
算同

写真45樹木撤去部掘削終了状況（西より）

函

4．（黒髪南他）理学部3号館南側実験廃棄物置場

工事に伴う立会調査（1237）

＜調査期間＞

2013年2月27日

く調査面積＞

9.0㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

本事業の工事は樹木撤去と表畷剥ぎ取りからなる．樹

木撤去は道路路肩に沿ってi|iiVi().75m.長さ12mの範囲を

掘削する計画であった．蛾初工事範囲の西側半分を掘削

したが，樹木の撤去は地表下0.25111までの掘削で済み，

掘削は表土内でとどまった．そのため西側半分を掘削し

た段階で．東側半分の掘削も埋蔵文化財に影響しないと

判断し、慎重に工事を進めるよう指示した．遺物・遺構

はなかった．

また表層剥ぎ取りも地表下0.1iiiの掘削で済むので埋

蔵文化財に影響はないと判断した．遺物・避椛も確認さ

れなかった．そこで立会を終了し、慎重に工事を行うよ

う指示し，立会を終了した．

5．（黒髪南）電気自動車車庫新営工事に伴う立会

調査（1238）

＜調査期間＞

2013年2月28日

く調査面積＞

11.2ni

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司

く調査概要・結果＞

掘削は車庫本体部分（9.3×5.3m)とその南に延びる

ipIO.65～().8mの埋設管新設部分からなる．掘削が深い

車庫本体基礎部分と埋設管新設部分の掘削に立ち会った．

車庫本体基礎部分は1.5（ないし1.2)×2.Omの範囲を

地表下0.6mまで掘削した．また埋設管新設部分は長さ

14.3m・''1厨0.6～0.8mに対し、深さ0.8～l.0mまで掘削

した．どちらも埋土内の掘削で終了した．遺構・遺物は

なかった．

写真43調査区近景（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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写真49A地点近景（北より）写真46調査区近景（東より）
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写真50 A地点東端掘削終了状況（西より）写真47埋設管新設部分掘削終了状況（北西より）
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写真48車庫本体部分掘削終了状況（東より） 写真51B地点近景（北より）

写真52B地点西端掘削状況（南より）
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6。（黒髪南）工学部駐輪場工事に伴う立会調査

(1240）

＜調査期間＞

2013年3月6日

く調査面積＞

2.7㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

駐輪場の屋根を支える支柱設慨のための掘削工事に立

一
画

旬
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写真53C地点近景（南西より）

写真54C地点東端掘削状況（北より）

ち会った．

共用棟黒髪3の北東に位置するA地点と，同北西に位

置するB地点，工学部9号館北側に位置するC地点の3

地点からなっていた．

A地点は工事エリアの東西両隅と中央部の3箇所にお

いて0.55×0.55mの範囲の掘削に立ち会った．掘削深度

はいずれも地表下0.6oinまでで，全て埋土内の掘削で終

了した．遺物・遺構は見つからなかった．

B地点も工事エリアの東西両隅と中央部の3箇所にお

いて0.55×0.55mの範囲2箇所.0.60×0.60mの範囲1

箇所の掘削に立ち会った．掘削深度はいずれも地表下

0.65mまでで，全て埋土内の掘削で終了した．遺物・遺

構は見つからなかった．

C地点も工事エリアの東西両隅と中央部の3箇所にお

いて0.5×().5m2箇所.0.5×0.7m1箇所の掘削に立ち

会った．掘削深度はいずれも地表下().65mまでで，全て

埋土内の掘削で終了した．遺物・遡榊は発見されなかっ

た．

A・B．C地点とも，立ち会った箇所の間に等間隔で

同規模の掘削が行われるが，埋蔵文化財に影響はないと

21

判断し、慎重に工事を進めるよう指示し，立会を終了し

た．

第Ⅱ章調査の記録



22

性が考えられた．既設ガス管部分では一部地表下1.5m

まで掘削したが，ガス管埋設時の埋土の掘削で終わった．

今回の調査では東側掘削部分において，地表下0.8m

で地業而が長さ5mにわたって確認された．端を切石で

区画し、下底面を厚さ.)cmのモルタルや円喋で固めて

いた．近代以降の何らかの施設の跡（事業面）と思われ

た．しかしそれ以外，過榊はなかった．また遺物は暗褐

色土から近代の磁器がわずかに出土しただけであった．

7月9日・10日，1塁学部臨床研究棟の建物間からT字

型に南に延びる配管を設悩するための掘削に立会った．

写真57I地点東側近代以降地業面検出状況(北西より）

Ⅱ－3本荘北地区 (図6．7参照）

1．（本荘北）本荘北地区駐車場配管工事（新設）

に伴う立会調査（1203）

＜調査期間＞

2(112年6月11日・’5日・’8日・7月9日・lOp・10月

L5日・16日

く調査面積＞

159.7㎡

＜調査員＞

松田光太郎。大坪志子．

＜調査概要・結果＞

病院南西側の立体駐車場述設工事に先立ち．予定地内

に存在する消火管・ガス管の位世を確認し，それを予定

地外に切り回す工事に伴う立会であった．

6月11日から開始した医学部臨床研究棟南側(I地

点）の新設配管設置のための掘削は地表下0.8～1．Omに

及んだ.本地点はおおむね地表下0.55mまでコンクリー

ト・砕石等を含む埋土で．その下に暗褐色土が存在する

所と．1.Omまで埋土の所があった.掘削は埋土ないし暗

褐色土の中で収まった．このil宵褐色土はIll耕作土の可能

写真55調査区I地点近景（南西より） 写真58I地点北東側掘削終了状況（東より）

写真56I地点西側掘削終了状況（西より） 写真59Ⅱ地点掘削終了状況（東より）
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写真62②地点掘削状況（南東より）建物間は0.45～0.5m・他は0.8～l.Om掘削したが，全て

埋土内であり巡構・遺物の検出はなかった．

10月15日・16日は既設管を止めるためⅡ地点の掘削に

立ち会った．地表下1.4mまで掘削し，埋土・旧耕作土

内の掘削で終了した。

職 蕊
鑓
鐸忽曾

蕊 §懸震麓
画

▼1

2．（本荘北）樹木移植等工事に伴う立会調査

（1204）

＜調査期間＞

2012年6月20日・29日・7月3日・2611．31日・8月

6日・1711

＜調査面積＞

1360㎡

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子

く調査概要・結果＞

立体駐車場建設工事に先立ち，予定地内に存在する樹

木を移植する工事に伴う立会調査であった．主に移植先

の掘削3箇所（①．②．③地点)．樹木の抜き取りの掘

削3箇所（④.⑤。⑥地点）からなっていた.その他駐

車場脇の花壇の掘削も行った．①地点は西病棟より北へ

写真60①地点掘削状況（北東より）

＝

偽≧

h西
戸

【

灘

写真63②地点掘削終了状況（南より）

写真64③地点掘削状況（南より）

謹劃ﾛ叩j2駐』鯛

写真61①地点掘削終了状況（北より） 写真65③地点掘削終了状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録



15mの駐車場内であった.3.3×3.0mの長方形の範囲(9

㎡）を深さ1.3mまで掘り下げた．当初は地表下2.0iii掘

削予定であったが，配管が検出されたため，当該深度と

なった．地表下0.15iiiまでは砕石.1.3mまでは埋土で

あった．②地点は山崎記念館の南側で，2.6×2.5mの隅

丸方形の範囲を深さ1.2mまで掘削した．全て埋土であっ

た．③は病院東側の駐車場の空きスペースで.1.8×1.7

mの方形の範囲を深さl.Omまで掘削した．これも埋土

写真66⑤地点掘削状況（北東より）

写真67⑤地点掘削終了状況（南より）

写真68⑥地点掘削状況（東より）

25

ないしは旧耕作土であった．

④地点は深さ1.5mまで掘削した．⑤地点は樹木を中

心に0.9～1.2iiiのIjl厨で深さ1.1mまで掘削した⑥地点は

直径1.5mの樹木を中心にli0.Q～1.2iii.深さ0.7inまで掘

削した．全て旧耕作土および埋土であった．

花壇は地表下0.2mまで掘削し，埋土内の掘削であった

遡物は近代の磁器が少し出土したのみであった．遺構

は検出されなかった．

写真69⑥地点掘削終了状況（東より）

3．（本荘北）水銀指定基準超過区域土壌掘削除去

に伴う立会調査・発掘調査（1207）

＜調査期間＞

立会調査:2012年6月29日・7月3日・4日・5日

発掘調査：2012年6月29日

く調査面積＞

100㎡

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子．

＜調査概要・結果＞

病院南西部の立体駐車場建設区域内に水銀が基準以上

写真70掘削状況（北西より）
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に含まれる土壌があり．その土壌の除去工聯に伴うもの

であった．

6月29日．調査区東半を地表下1.8mまで下げた．地

表下1.5mまでは暗褐色土が堆穣していた．暗褐色土層

中に近代の斐が存在した．

地表下1.5iiiで古代の包含wが出現した．ここで遺構

確認を行ったが，遺術は検出されなかった．雨水桝（1

x1m)を2箇所設置するため．工事エリアの南東部を

地表下1.8iiiまで下げ．黄褐色土（地山）を確認した．

この面で遺榊確認を行い，瀧状の落込みとピッ1,2基を

検出した雨水桝設置範囲（約1.8×1.5m)は地表下2.0

mまで掘削する必要があり，ピット2基のある部分は掘

削が避けられないため，熊本市文化振興課に連絡し，発

掘調査へ切替えを行った．

発掘調査は雨水桝設樋範囲を対象に，6月29日に実施

した．洲盗では2基のピットの掘削と記録を行った.1

号ピットは0.33×0.3m・深さ0.08iiiの円形のもので.2

号ピットは0.36×0.25m・深さ0.()8inの楕円形のもので

写真71雨水桝設置範囲遺構確認状況（東より） 写真74雨水桝設置範囲2号ピット完掘状況(西より）
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写真77南西隅包含層確認状況（南より）

あった．覆土は共に黒褐色土(7.5VR32)であり，古

代の可能性が考えられた．調査後は当該箇所を地表下2.0

mまで下げて，雨水桝を設置した．遺物はピットからは

出ていないが，周囲の包含層で土師器・須恵器片の存在

を確認した．

7月3日は調査区東半の雨水桝設置範囲以外の範囲を

掘削した．地表下2mまで掘削したところで，地山と

なった．地山上では古代の溝1条と住居城らしき遺構覆

土を検出した．掘削は2mより下に及ばないということ

を確認して，立会・掘削を終了した．

7月4．5日は調査区西半を掘削した．南西隅で包含

層を検出した慎重に掘り下げたが，遺構は確認されな

かったので，地表下2inまで掘削した．掘削は遺構検出

面より上位で終始した．南側に住居1I1:の可能性が高い箇

所があるので，慎重に工事を進めるように指示して調査

を終了した．

遺物は古代の土師器や須恵器が出土した．

4．（本荘北）立体駐車場支障配線替工事に伴う立

会調査（1208）

＜調査期間＞

2012年7月9日・10日

く調査面積＞

73.7㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

本荘北地区正門の左側（西側)，駐車場の南側にフェ

ンス沿いにある緑地帯の中に新たに配線する工事である．

①地点は門術所から電話交換室の間にあるハンドホー

ルの間約75mを掘削した．幅O.Om,深さ0.8～0.9mで掘

削したが，全て埋土内で遺椛・遺物の検出はなかった

27

写真78作業風景（西より）

写真79東側掘削状況（西より）

写真80西側掘削状況（西より）

財

写真81②地点作業風景（南西よしﾉ）
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また．外灯を東西2箇所で掘削したが，これらも1111程

度の掘削で遺構・逝物の検出はない．

②地点は正門東側，人・自転車用通用口の西側緑地帯

で，ハンドホール間約7.5mを掘削した.ipiVi1m．深さ

は地表下0.85～0.9mの掘削である．ここも埋土内で収ま

り．遺構・遺物の検出はなかった．

写真82北半掘削状況（南より）

5．（医病）西病棟西側道路陥没復旧工事に伴う立

会調査（1212）

＜調査期間＞

2012年7月31日

く調査面積＞

6.9㎡

＜調査員＞

松田光太郎．

＜調査概要・結果＞

西病棟西側の道路陥没部分の復旧工事に伴う立会調査

である．4.6×1.5iiiの範囲のアスファルトを剥いだ段階

で、工事は終了した．遮構・避物は検出されなかった．

なお同箇所に対しては再度掘削工琳が行われ，1225立会

写真83作業風景（北西より）

第Ⅱ章調査の記録
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調査として実施した．

写真84掘削終了状況（南西より）

6．（本荘北）本荘北地区駐車場既設配管工事に伴

う立会調査（1213）

＜調査期間＞

2012年8月17日･20日

く調査面積＞

468㎡

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子．

＜調査概要・結果＞

病院南西部に建設する立体駐車場の建設予定地内にあ

る既設配管の撤去工事に伴う立会調査である．配管10本

と，それに接合する桝を除去する掘削を行った．また掘

削の途中で新たな管1本と消火管が見つかったため，熊

本市文化振興課へ連絡し、追加申請し，許可を得、対応

した．管の長さは6.8～71m.幅は1.3～2.0m.深さは0.7

~1.5iiiであった．掘削は旧耕作土または配管時の埋土

の中で収まった．逝物・逝椛は検出されなかった．

写真85東側桝掘削作業風景状況（南西より）



写真86消火管掘削作業風景（西より）

写真87東側消火管掘削終了状況（南西より）

写真88西側消火管掘削終了状況（東より）

7．（本荘北）立体駐車場新営その他工事に伴う立

会調査（1214）

＜調査期間＞

2012年8月16日・17日・20日・9月5日

く調査面積＞

224.3㎡

＜調査員＞

松Ill光太郎・大坪志子・多賀ill'l司．

29

＜調査概要・結果＞

病院南西部の立体駐車場本体工事およびそれに付|随す

る工事に伴う立会調査である．

本体工事部分は．掘削深度が地表下約l.0mの掘削で

あったので，本年度既往調査の結果を参考に，基礎杭設

悩部分のうち5箇所について，掘削立会を行うことにし

た．基礎杭1個の大きさは3～5mのほぼ正方形をなす．

韮礎杭1214-1．2．3．4はそれぞれ地表下1.0m。

0．9，．1．1，．1．Imまで掘削し、掘削は旧耕作土内で収

写真89基礎杭1214－1掘削終了状況（南西より）

写真90東側樹木掘削風景（南東より）

写真91東側樹木掘削終了状況（西より）
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図71203-1204-1207-1208-1213-1214-1227調査地点配置図(1/1000)
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写真94守衛室掘削終了状況（東より）写真92廃液槽掘削終了状況（南西より）

まった.1214-5は地表下0.8mまで掘削したが，掘削

は撹乱土内であった．検出遺構はなかった．遺物は旧耕

作土中より磁器・土師器などの小片が出土したのみであ

る．それ以外の基礎杭設置箇所も，‘慎重に工事を進める

よう指示して立会を終了した．

その他の付|随工事は南側の樹木伐採，配線・雨水管，

廃液処理糟・守衛室解体掘削等であった．樹木伐採は22

本の樹木の伐採に伴う掘削を行った．深さは最深でも1.1

mまでで，掘削は旧耕作土内で終わった．配線・雨水管

は深さ0.7～0.8iii掘削したが，掘削は旧耕作土内であっ

た．廃液処理棚は廃液漕周りの幅1.8mの範囲を地表下

l.Omまで掘削した．守衛室は守衛室内部の一部を地表

写真93雨水管掘削終了状況（西より）
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下l.Omまで掘削した．ともに埋土中で掘削は終わった．

廃液処理漕・守衛室は地表下l.Omまでの取り壊しとな

るので，取り壊しは全域的に埋蔵文化財に影響はしない

と判断した．その他，工事エリアの東端において，水道

管プラグ止めのため，2箇所を1.0.1.3iiiまで掘削した

が，埋土内のみの掘削で収まった．以上の箇所では遺

櫛・逝物の検出はなかった．

も埋土内であった．縁石付近で撤去不可の障害物が検出

されたため，掘削深度を浅くせざるをえず，地表下0.35

mまでとした．駐車場整備員控室から歩道縁石間も0.35

mの掘削で埋土内であった．遣椛・遡物の検出はない．

写真97南半掘削状況（北西より）
ユ
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8．（医病）駐車場整備員控室改修機械設備工事に

伴う立会調査（1217）

＜調査期間＞

2012年8月30日

く調査面積＞

4.1㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

駐車場整備貝控室から近隣の道路にある排水桝へ，排

水管を通す工事である．繋ぎこむ桝の周辺は地表下0.7

mまで掘削したが，桝設悩時の掘り方内である．桝から

歩道縁石までは地表下0.6iiiの掘削を行ったが．いずれ

,'r唾置き垂も
ー

〃壷々

Q

旬一 一一

凸唾

9．（医病）外来診療棟新営機械設備工事に伴う立

会調査（1222）

＜調査期間＞

2012年9月20日・21日

く調査面積＞

40㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀II肖司．

＜調査概要・結果＞

既設用水路（暗渠）の南側を①地点，北側を②地点と

した．

①地点は連絡棟2の東側に位置する．既設ガス管撤去

のための掘削地点と新規配管のための掘削地点からなっ

ていた．既設ガス管撤去のための掘削地点は連絡棟2の

東壁から東へ6mの箇所と，東へ23mの箇所があった．

写真95作業風景（南より）

写真98①地点近景（東より）写真96北半掘削状況（南東より）
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写真99①地点掘削終了状況（南より）

写真100②地点掘削風景（東より）

写真101②地点南東部掘削状況（東より）

東6mの箇所は南北に並ぶ2.2×l.lmと2.0×2.()mの掘削

範囲およびその間の1.8×0.9iiiのトレンチからなり，深

さl.Omまで掘削した.J|i23mの箇所は4.0×2.5mの範囲

をL字形に，深さl.lmまで掘削した．当初は小規模に

掘削する予定であったが，管への接続が雌し<東へ拡張

し、このような形となった．埋土内の掘削で済んだ．新

規配管のための掘削は幅0.5iii.総延長（東西）約20m

に及ぶ．連絡棟から9m東の4.6×0.5mの範囲と．同棟

から3m東の1.5×1.2iiiの範囲を深さO.6niまで掘削した．

後者は届出の範囲外であったため．熊本市文化振興課へ

第Ⅱ章調査の記録

写真102②地点北部掘削終了状況（東より）

■

蒲

追加申請してから対応した．掘削は全て埋土内で済み，

遡構・遺物は検出されなかった．新規配管掘削はそれ以

外の箇所もあるが．掘削を行っても埋蔵文化財に影響し

ないと判断し，工事を慎亜に進めるように指示した．

②地点は旧救急棟の南側に位置し、既設コンクリート

桝の間を11偏0.7～1.0m・長さ12.5iiiのクランク状に掘削

するものであった．北部は地表下l.6mまで掘削したが，

全て埋土であった．南部のうち．南東端は地表下0.7~

0.8mまで掘削し，埋土と旧耕作土が検出された．南西

端は地表下0.7mまで掘削し，撹乱のみであった．南西

端は途中の深さまでしか掘削できず来年度改めて下を掘

削する予定である．北部と南部の中間（南東部）は砕石

の下，地表下0.4～1.3iiiまで旧耕作土が堆積しており，

1.3iii以下では暗褐色土がある部分と，旧耕作土が下ま

で連続する部分があった．暗褐色土は何らかの落ち込み

の覆土か，単なるブロックか，明らかにできなかった．

また旧耕作土の下では地表下l.Omで黒色砂が帯状に存

在し・その下が地山になっていた．地山の上に包含層が

ないことから遺構の可能‘性が考えられた．遺物は出土し

なかった．なお2012年度は当該工事に係る掘削工事の約

半分が実施された．残りは2013年度に実施予定である．

10．（医病）西病棟西側地盤改良工事に伴う立会調

査（1225）

＜調査期間＞

2012年II月9日

く調査面積＞

31.6㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

西病棟西側の道路陥没箇所の地盤改良工事に伴う立会

調査である．東側の掘削範囲は幅2.8m・長さ3.3m.西
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側の掘削範囲はlpm2.7lll・長さ8.3mで，両方合わせると

L字状の平面形をなしていた．深さ0.7～0.75111まで掘削

したが．埋土内であった．遺構・遺物の検出もなかった．

写真103調査区近景（南より）

発掘調査2012年11月13日

く調査面積＞

2.2㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

外来診療棟新営工事に伴う電柱設置工事に伴う発掘調

査である．

車庫の北辺に隣接して‘支線アンカー杭（支柱杭）新

設用の1.0×l.Omの範囲の掘削と，コンクリート電柱新

設用の1.5×0.8mの範囲の掘削を行った

写真106調査区近景（北東より）

罪

総′

蕊鍵劉′塾
雲

雪＃

写真104東側掘削終了状況（南東より）

写真107支柱杭部分掘削終了状況（北より）

写真105西側掘削終了状況（南より）

写真108電柱部分包含層検出状況（北より）
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11．（医病）外来診療棟新営電気設備工事に伴う

立会調査・発掘調査（1226）

＜調査期間＞

立会調査2012年11月13日
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12．（本荘北）立体駐車場新営その他工事（追加）

に伴う立会調査（1227）

＜調査期間＞

2012年11月19日・20日・21日

く調査面積＞

27.6㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

揃院南西部の立体駐車場新営工事に伴う雨水桝とそれ

を繋ぐ埋設配管，駐輪場柱基礎設置などの工事に伴う立

会洲査である．

掘削は最深1.2mで，周辺の立会結果からして包含層

や巡構が出る可能性は低く考えられたので．10箇所iNo,

1～10)に限って掘削立会を行った．

Nolは工事エリアの北西部にある配管部の掘削(0.7

3.8iii.深さl.lmおよび雨水桝用の掘削(0.7×1.5m.

深さ1.2in)であった．掘削は撹乱・埋土内で収まった．

恥2は工事エリア南側の雨水桝用の掘削(1.5×l.lm，

深さ1.3in)であった．地表下0.9iiiで旧耕作土が現れ．

それを0.4in掘削した．恥3は工事エリア南西隅の雨水

支柱杭部分は深さl.Omまで掘削した．上位0.6mは砕

石，その下0,1mは旧耕作土と考えられる暗褐色土が堆

積していた．遺椛・世物は検出されなかった．

コンクリート寵柱部分は全域を深さl.Omまで掘削し，

更に東端の0.45×0.8iiiの部分は深さ2.1mまで掘削した．

地表下0.5iiiまでは全而的に砕石を多く含む土であった

が．地表下l.lmまでは暗褐色土（旧耕作土を含む）が

堆菰し．その下に黒褐色土が確認された．黒褐色土は過

術の覆土の可能性が考えられたため，熊本市文化振興課

に連絡し，発掘訓盃に切り替えた．

発掘調査はコンクリート電柱部分の黒褐色土が存在す

る箇所を対象に実施した．黒褐色土はl.lm～1.6iiiまで

の間に存在しており．その下底は硬い褐色土の地山と

なっていた．黒褐色土と地山の屑界はIﾘﾘ瞭で．黒褐色土

は逝構の覆土の可能性が考えられた．しかし狭小な而祇

の調査であったため。黒褐色土を覆土にもつ遺櫛がどの

ような遺構であるのかは明らかでなかった．

また褐色土の地山の下にも工事の掘削は及ぶため，そ

の下の掘削にも立ち会った．その結果，地山の下では，

地表下2.Imで褐色砂質土が確認された．遺物は出土し

なかった．

写真109電柱部分地山検出状況（北より） 写真IllNo.1掘削風景（西より）
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写真110電柱部分掘削終了状況（北より） 写真112No.1掘削終了状況（西より）
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桝用の掘削(1.1×1.5m・深さ1.1m)であった．恥4は

工事エリア北西部の雨水桝用の掘削（0.9×1.0m・深さ

l.lmiであった．恥3．4は埋土内の掘削であった‘

Xo.5は北側の雨水桝用の掘削(1.7×1.0m・深さ1.3iii)

であった．地表下0.6iiiまでは砕石多い±，その下から

地表下1.3mまでは埋土であった．またNo.1と恥5の間

の配管用の掘削にも立ち会ったがNo.5と同じ様相をもっ

ていた.No.6は工事エリア南東部の雨水桝用に1.6×0.9

m・深さ0.81in掘削したもので。地表下0.41mまでは砕

石が多い土，それ以下は埋土または旧耕作土であった．

No.7～9は工事エリア北東部の雨水桝用の掘削であった．

No,7は1.2×1.1m・深さ0.9m.No.9は1,1×l.Om-深さ1.0

mの掘削で，地表下0.4iiiまでは砕石多い土が存在し，

その下には埋土ないしは旧耕作土があった．No.8は地表

下0.95iiiまでは砕石が多い土が存在し，その下には埋土

ないしは旧耕作土があった.No.10は北西部の配管用に6.4

×0.7m・深さ0.8～1.2m掘削したものであった．計画で

は1.2inまで掘削する予定であったが，既設管が出たため，

北側の掘削は0.8inと浅くなった．地表下0.4iiiまでは撹

乱で，その下に埋土または旧耕作土がある箇所があった．

遺椛・遡物は検出されなかった．

写真113No.2掘削終了状況（南より）

写真114No.3掘削終了状況（北より）

一
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よｰ＆
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写真115No.4掘削終了状況（北東より）

写真116N05掘削終了状況（東より）

立会を行わなかった範囲はいずれも掘削深度はl.Om

よりも浅く，埋蔵文化財に影響を及ぼさないと判断され

たため，慎重に掘削を続けるように指示をし，立会を終

了した．

13．（医病）医学部駐輪場取設工事に伴う立会調

査・発掘調査(1234)

＜調査期間＞

立会訓査2013年2月21日・22日

発掘調査2013年2月21日・22日

く調査面積＞

241㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀II青司．

＜調査概要・結果＞

医学部駐輪場の屋根の設置工事に伴う立会調査である．

工事は駐輪場の既設外灯撤去部分・移設先の掘削，支柱

部分の掘削，配線部分の掘削からなり．2月21日から立

会を実施した．

既設外灯撤去部分は1.4×1.4mの範囲を深さ0.9iiiまで

第Ⅱ章調査の記録
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掘削した．外灯は更に深くまで埋め込まれており，引き

抜いた．引き抜き後の底面は地表下l.lmであった．掘

削は埋土内の掘削で収まった．避榊・避物は検出されな

かった．

外灯移設先は最西端に位世していた．1.5×1.5mの範

囲を掘削した．地表下には埋土が存在したが，地表下0.8

mで土質が変わり，同0.9iiiで3基の土坑が確認できた．

そこで2月21日，熊本市文化振興課へ連絡して発掘調査

へ変更した．

写真117調査区近景（西より）

写真118外灯撤去部分掘削状況（東より）

写真119外灯撤去部分外灯撤去作業状況（南東より）

第Ⅱ章調査の記録
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駐輪場支柱部分は1幅1.0m・長さ21.0inの範囲を地表下

0.7～0.8iiiまで掘削した．掘削は埋土内で終わった．配

線部分は駐輪場支柱部分と外灯移設先部分を繋ぐ場所に

あり.mo.2m・長さ1.5iiiの範囲に，地表下0.6inに底面

をもつトンネルを掘削した．埋土内の掘削で済んだ．遣

櫛・遺物は検出されなかった．

発掘調査は，外灯移設先で検出された3基の土坑を対

象とするもので，立会調査と平行して2月21日・22日に

実施した．

写真120外灯撤去部分掘削終了状況（東より）

写真121駐車場支柱部分掘削終了状況（西より）

写真122配線部分掘削終了状況（南より）
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調査した土坑はいずれも方形をなすもので，掘り込み

は垂直であった．北側に2基，南側に1基存在した．北

東の土坑を1号．北西の土坑を3号土坑とし，南側の土

坑は2号士坑とした．北側の2基(1-3号土坑）は切

り合っていたが1号土坑が3号土坑を切っていた．3

基の土坑からは人骨は出土していないが，隣接する1101

調査地点では墓城が多数検出されていることから，これ

ら3基の土坑も墓城である可能性が考えられた．土坑は

深く，工事掘削底面レベルである地表下l.lmより下ま

写真126外灯移設先遺構掘削終了状況（東より）

写真123外灯移設先掘削作業状況（南より）

写真127外灯移設先掘削終了状況（東より）

写真124外灯移設先遺構確認状況（東より）

●

で続いて存在していた．今回の工事の掘削はそれ以下に

は及ばないので，遡榊の調査は終了とした．

遺椛以外の箇所には包含屑が存在した．包含層上面で

遺構確認をしたが，避構は検出されなかった．そこで包

含層を工事掘削底而である地表下l.lmまで掘削した。

包含層は下部で黒味を増しており，遺構の可能性も考え

られたが，狭い範囲であり，断定はできなかった．遺物

は土師器・須恵器と．近世以|膝の磁器が出土した．

＆

１
ｋ

14．（医病）構内ガス管緊急補修工事に伴う立会調

査（1235）

＜調査期間＞

2013年2月21日

く調査面積＞

1.1111

＜調査員＞

松田光太郎・多賀|職司

く調査概要・結果＞

ボーリング掘削中に破損したガス管の緊急補修工事で

あった．ガス管に沿い．0.7×1.7inの範囲を地表下l.Om

まで掘削した．ガス管設悩時の山砂を主体とする埋土を

写真125外灯移設先1．2号土坑掘削終了状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

ガス漏れを起こしているガス管を検出し，そのガス管

を補修する工事に伴う立会調査である．3箇所（南・中

央・北部分）の掘削を行った．

南部分はガス漏れを起こしているガス管があると思わ

れる箇所を中心に1.9×l.lmの範囲を地表下1.5inまで掘

削した．地表下0.7mまでは砂を多く含む埋土，同1.5m

掘削して終了した．

遺櫛・遺物は検出されなかった。

写真128調査区近景（南より）

写真131調査区近景（北西より）
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写真129掘削断面（南より）
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写真132南部分掘削作業状況（東より）
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写真130掘削終了状況（南より）

写真133南部分掘削終了状況（南より）
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15．（医病）構内ガス管緊急補修工事に伴う立会調

査（1239）

＜調査期間＞

2013年3月5日

く調査面積＞

8.0㎡
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までは暗灰色砂が存在した．この段階で検出されたガス

管は新しいガス管で，ガス漏れを起こしている管ではな

かった．更に下に砂層が続いておりガス漏れを起こして

いる管が存在する可能‘性があったため．一部地表下2.1

mまで掘削した．地表下1.5～2.1mまでは暗褐色砂が存

在していた．結局ガス漏れを起こしているガス管は見つ

からなかった．暗灰色砂は砂層中に石を含んでおり．暗

褐色砂もラミナはなく撹祥を受けた感じで．埋土の可能

性が考えられた．

中央部分は2.5×1.3mの範|川内に平而形L字状に捌削

した．掘削深度は1.0～1.25iiiである．当箇所はガス漏れ

を起こしているガス管と新しいガス管．U字溝など配管

が多く，掘削は砂を多く含む埋土の中で収まった．遺

物・避構はなかった．

北部分はガス漏れを起こしたガス管の継手を探す目的

で掘削した部分である．1.8×1.5iiiの範囲を地表下l.lm

まで掘削した．地表下0.6inまでは砕石・レンガが混じ

る砂の多い埋土，同l.lmまでは暗灰色砂が存在した

この暗灰色砂は既設管の掘り方より古い砂であるが，南

部分の暗灰色砂と同様の理由で埋土の可.能性が考えられ

た．遺物・遺構は検出されなかった．

写真134中央部分掘削終了状況（南東より）

写真135北部分掘削終了状況（南より）
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16．（本荘北）看護師宿舎1階院内保育園改修機械

設備工事に伴う立会調査（1244）

＜調査期間＞

2013年3月26日

く調査面積＞

1.8㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

看謹師宿舎内保育剛改修に伴い，宿舎内から屋外のマ

ンホールに配管を設置するための工事に伴う立会調査で

ある．

看護師宿舎の北側のマンホールの東隣に1.2×1.2mの

範囲を掘削し，更に宿舎際のコンクリート（犬走り）の

下をえぐって0.8×0.55iiiの範'11を掘削した．最大深度

0.85mまで掘削したが，全て埋土であった．遺椛・遺物

は検出されなかった．

写真136調査区近景（西より）

写真137掘削作業状況（西より）
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写真138掘削終了状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録

Ⅱ－4本荘中地区 (図8参照）

1．（本荘中）医学部基礎研究棟(B棟東側）とり

こわし工事に伴う立会調査･発掘調査（1205）

＜調査期間＞

立会調査:2012年6月19日～7月19日

発掘調査:2012年6月25日～7月19日

く調査面積＞

756ni

＜調査員＞

松田光太郎・大坪志子・石丸恵利子．

＜調査概要・結果＞

6月19日より医学部基礎研究棟(B棟東側）とりこわ

し工事に伴う立会調査を開始した．当調査は54×14mの

東西に長い長方形の建物の撤去に伴う立会であった．基

礎研究棟B棟は地下室をもつ建物で，地下室下底までは

全面的に削平されていると思われるが，隣接調査地点

(0314.1130調査地点等）の調査データーから，その下

のフーチング（錐礎）とそれに付着するコンクリート製

梁の間の空間には逝構が残存している可能性が想定され

た．そこで工事ではフーチングの上端（地表下約1.5in)

までは全面的に掘削し，その後，フーチングを撤去する

掘削工事に立ち会った．フーチングと梁によって工事範

囲は44個の区画に分けられるが．その各区画内には遺構

の地山となりうる黄褐色の砂質土が存在した．この砂質

土は地表下1.8iii付近で検出され，それより上位は撹乱・

埋土であった．それぞれの区画を.1個ずつ立会調査し

ていたが，6月25日，砂質土を掘り込んだ遺術が検出さ

れた．そこで熊本市文化振興課へ連絡し，調査を発掘調

査に切替えて実施することになった．工事エリア内にお

いては工事による掘削も断続的に行ったため．立会調査

と発掘調査を併行して実施した．

立会調査時の過榊確認の結果，東西に長い訓査区の中

央を北東一南西方1句に向かって斜めに横断する形で，大

きな満が存在することが明らかになった．また調査区外

周に関してであるが，調査区西側は1130調査地点と接し，

埋土となっていた．北側については6月29日，建物北側

の掘削のIll扇を確認するため，北壁北側の3箇所を重機で

掘削した．掘削は埋土だけの掘削で止めなければならな

かったが．的確に指示を行わなかったため、その下の土

も掘削し，包含屑・遺構を殴損してしまった．壁建設時

の掘削は壁から北側へ幅約0.6in存在しているだけで

あった．本件については7月5日，埋蔵文化財調査セン

ターより熊本市教育長宛て文書で報告し、7月6日に熊
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図8本荘中・南地区における調査地点配置図(1/2000)

戸ラー夷
戸し司局一 /理一一一一一一言一戸可

蕊蹄
＠＝鐸op

pロ

ロ

軽後医育要含鐘
一

ロ茨
級冒

溺高

弥翰聯

〕奄蹄

L

ロ

･ﾝクイ

〕ﾐ鵡読

龍電弱

一
審

や
一

己
『
］

U”．

七4尋延、
~

E『耐

縫 鍵

~

、

、岩
（） 100m

■

Z

薦端遺

第Ⅱ章調査の記録



'2

地点である9801地点の3号瀞.9511地点の30号溝とつな

がるものと推測される．瀧は北から南に向かって緩やか

に傾斜していた．遺物から，本溝は16世紀末～17世紀を

中心とする時期の所産と判断された．

この洲を上流に延長すると二の井手用水路と交差する

ことから同用水路との関連が推測された．またこのほか

長さ0.6in.1.4mの小規模の溝が2条，調査区中央南側

に存在した（2号溝。3号満)．このうち3号瀧は1号

識と交差していた．2．3号溝の覆土は共に1号溝に類

写真139調査区近景（西より）

写真142調査区全景（南より）

写真140北側遺構検出状況（北より）

写真1431号溝（北側）掘削終了状況（南西より）

鷺
》

写真141南側遺構検出状況（南より）
認

可

P‘

写真1441号溝（南側）掘削終了状況（北東より）

本市職員による現地確認が行われた．調査区東側および

南側の壁に関しては撤去対象ではなかったが，南壁は地

表下().3mまで壁を壊す工事を実施した．埋土内の掘削

で収まった．

発掘調査では遺椛の調査を行った．調査した遺構は満

とピットからなっていた前述の満(1号溝）の規棋は

雌大i|ii.i4.2in.長さ36.2m.深さO.Omを測る．満はテラ

スをもつ構造をなすが，西側のテラスが広い範囲に存在

した．溝の南西部は方向を西南西にとる浅い溝となって

いた．この溝の鞍土は暗褐色土であった．隣接する調査

第Ⅱ章調査の記録



似するものであったが，遺物は出土しなかった．また’

号淋と重複し、深さが1号満より深い識（4号溝）が存

在した．

ピットは5基確認された．2基は洲査区の東側，3基

は調査区の南西側に存在した．東側の2基は黒褐色土を

覆土とし。古代の可能性が想定された．南西側の3基は

暗褐色土を覆土にもち，1号瀧と堕複していた．平面形

は全て小形の円形ないし隅丸方形を^洲とするもので

あった．発掘は7月19日に終了した．

遺物は古代の土師器・須恵器・瓦，近世の陶磁器等が

小コンテナ2箱分出土した．

2。（本荘中）医学部基礎研究棟B棟漏水処置に伴

う立会調査（1209）

＜調査期間＞

2012年7月6日・9日・13日

く調査面積＞

9.7㎡

＜調査員＞

松田光太郎．

＜調査概要・結果＞

医学部基礎研究棟B棟とりこわし工耶中に発生した漏

水の処置工事に伴って実施した立会澗査である．漏水箇

所とその西側6.5iiiにあるプラグ止め箇所の2箇所から

なっていた．漏水箇所は．3.5×2.3mの範囲を深さl.Om

まで掘削した．地表下0.9iiiで古代の包含層が検出され

たが，掘削は配管の埋土の範囲内に限定して行われた．

プラグ止め箇所は1.7×1.8mの範囲を深さ最深で1,1m

まで掘削した．地表下0,1inまでは砕石．0.8mまでは埋

土であった．その下は．管の掘り方内は埋土，その脇に

は旧耕作土が存在した．掘削は韮本的には埋土を対象と

したが．作業上．旧耕作土を地表下1.2iiiまで掘削した

写真145漏水箇所掘削状況（北より）

ヨ

詞嚢

43

写真146プラグ止め箇所西壁掘削終了状況（東より）

箇所がある．その下には古代の包含層が存在したが，掘

削は及ばなかった．

両箇所とも避構・遺物は確認されなかった．

3．（本荘中）国際先端医学研究拠点施設新営工事

に伴う立会調査・発掘調査（1223）

＜調査期間＞

立会調査：2012年9月26日～11月16日

発掘調査:2012年10月1日～12月18日

く調査面積＞

1()59ni

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

国際先端医学研究拠点施設新営工事に関しては9月26

日から埋土の掘削（一次掘削）と配管．コンクリート等

撤去工事に伴う立会調査を実施し，その後10月1日から

発掘調査を実施した．しかし埋土の一次掘削は10月1日

までかかり，配管やコンクリートの撤去は．調査区西側

に限り11月16日まで断続的に併行して実施した．

写真147－次掘削風景（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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写真148東側配管撤去状況（北西より）

埋土の一次掘削は北東側の地盤を韮準に地表下0.85iii

付近まで掘削した.北側は埋土が厚く，地表下0.15mま

では砕石.M0.8mまでは埋土．その下に旧耕作土があり，

掘削深度は一部地表~ド0.9～l.0mに達したが、埋土また

は旧耕作土上部までの掘削で収まった．南側は地表而が

下がっているので地表下約0.6mまで掘削した．調査区

東側は埋土中の配管やコンクリートブロックも撤去した．

3箇所浄化櫓が存在したが，深さが深いので除去せず，

残置した．

西側は使用中の配管が存在し，切り回しを必要とした

ため，調査区東側の発掘調査と併行して配管撤去工事に

伴う立会調査を実施した．まず10月11日，調査区西際付

近を南北に走る配管を調査区西壁際に移動するための掘

削を開始した．掘削は北壁を起点に幅0.5～0.7iii.長さ

19mの範囲を対象とするもので、調査員立会のもと行う

ことになっていた．しかし調査員不在の状況下で掘削が

行われ，掘削部南端0.8×1.3iiiの範囲において．地表下

0.95～1.35inの間に存在した包含層を削ってしまった．

この殴損事故を受け，配管撤去工事は約2週間中断した

その後，同工事は10月26日に再開した．調査員立会の

もと，地表下0.95inまで掘削したところ，北側で包含層

が検出されたので，遺椛確認を行った．包含層は北側の

みに存在し，南側は埋土となっていることが確認された．

その後，配管のために当該範囲を地表下l.lmまで掘削

した.包含層中では遺榊の存在は確認されず．掘削は終

了し，その後配管工事が行われた．配管は浅かったため、

その下に包含層が残る形となったが、配管下の包含屑は

発掘調査の際に調査した．

また10月26日．調査区南西部壁際（南西角より.)Ill

北）において，水道管のプラグ止めのために，1.8×1.7

mの範囲を地表下1.6inまで掘削が行われた．掘削した

のは埋土のみであったが，その直下に黄色土を検出した．

遺構は存在しなかった．

第Ⅱ章調査の記録

また10月29日，プラグ止め箇所の北隣2.0×1.2iiiの範

囲に対･し，深さ1.25iiiまで配管の掘削が行われた．既設

配管による撹乱が著しく掘削は埋土内で終わったが，西

壁では，地表下0.85inまで埋土.loll.05inまで旧耕作土，

同1.25mまでは包含層が存在することを確認した．掘削

底而に遺構状の落ち込みを検出した．（この落ち込みは

発掘訓査で調査し，撹乱に類するものと土坑の一角であ

ることが判明した.）また同日そこから南西に所在する

写真149西側配管路掘削状況（南より）

写真150西側桝撤去掘削状況（南より）

写真151調査区東側全景（南より）
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桝にかけて1幅0.7m・長さ4.4inのクランク状の範囲を一

次掘削面まで掘削し，埋設管の上端を検出した．その後

埋設管は撤去した．既設桝の部分は11月16日.1.9×1.9

mの範囲を地表下I.7mまで掘削した．大半は埋土であっ

たが，掘削断面において黄褐色シル1､層を検出した．そ

の後桝を撤去した．遺構・遺物はなかった．

発掘調査は10月1日から行った．遺構としては古墳時

代後期～奈良・平安時代，近世の識18条，古墳時代後期

から奈良・平安時代の竪穴住居』'二29軒．掘立柱建物雌1

写真155掘立柱建物祉柱穴半裁断面（東より）
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写真152調査区西側全景（南より）
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写真156溝掘削状況（南東より）

写真153竪穴住居赴竃遺物出土状況（南東より）
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基，土坑II基，ピットなどを調査し.12月18日に終了し

た．このうち古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住居靴

は6世紀末から8世紀に及んでいたが，6世紀末から7

世紀のものが最も多く．8世紀になると減少する傾向が

捉えられた．また掘立建物hl:は9世紀末から10世紀初め

に属するもので，主軸は託麻郡の条里の方向(N-5"-

W)と一致していた．近世では大溝を2条，またその一

部を1条検出した．前者は主'i'lll方向をほぼN≦50"-Wにと

り，長さ25in程が検出された．

遺物は純文時代の土器・石器，古墳時代後期～平安時

代の土師器・須恵器・鉄器，近世の陶磁器・土製品・獣

骨などが出土し，その量は深コンテナ約12箱に及んだ．
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写真154竪穴住居鉦掘削状況（南より）

4．（本荘中）医学部旧ボイラー室煙突撤去工事に

伴う立会調査・発掘調査（1233）

＜調査期間＞

立会調査：2013年2月7日・8日

発掘訓査：2013年2月8日・12日・13日

く調査面積＞

9.3㎡
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＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

煙突は基礎撤去以前に既に撤去してあり，2月7日．

8日．煙突の基礎であるフーチングの撤去に伴う掘削に

立会った．

フーチングの存在する部分はフーチング上面まで掘削

した．フーチングの周縁にはフーチングの埋設時の埋土

が幅0.25～0,15m存在していたが，その外側には包含層

写真157調査区近景（南東より）

写真158掘削作業状況（北東より）

写真159フーチング北側断面（南より）

第Ⅱ章調査の記録

が残存していた．フーチングの北側では地表下1.3iiiま

で表土・撹乱，同1.5inまでは埋土または旧耕作土，同

1.95iiiまでは包含層が存在し，それ以下は黄褐色砂質土

に移行することがとらえられた．しかしフーチング埋設

時の埋土のl陥が0,15mと広かったため，掘削は埋土内で

収まった．雌北端部は地表下2.8iiiまで埋土で，下には

北側に存在するボイラー室の基礎が存在していた．フー

チングの南側は2.3×l.Omの範囲を地表下1.5inまで掘削

した．掘削は旧耕作土中で収まった．フーチングの東側

写真160調査区北東部掘削終了状況（南東より）

写真161遺構確認状況（北より）

写真162遺構掘削終了状況（北より）
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写真163落ち込み完掘状況（北より） ＜調査面積＞

29.8㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

オイルタンク抜き取りのためのオイルタンク周縁掘削

と配管撤去掘削の立会調査である．

オイルタンク部はオイルタンク（3.2×6.0in)の周縁

を0.5～l.Omipmで掘削した．最も深い所で地表下2.0mま
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写真165調査区近景（西より）

写真164ビット完掘状況（東より）
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写真166オイルタンク部掘削作業状況（東より）

;認』ヨーュ

はう－チング埋設時の埋土に沿ってその外側2m幅の範

囲を地表下2mまで掘削した．当該部分は地表下1.3m

まで撹乱があり.1.5mまでは埋土ないしは旧耕作土が

あり．その直下は包含照に至っていた．包含層上而で遺

構確認を行ったが．遺構のプランは不Iﾘﾘ瞭であったため，

包含層の掘削を慎重に続けた．そして地表下2.()iiiの黄

褐色砂質土まで下げた段階で再度過榊確認を行い，世椛

のプランを確定した．そこで熊本市文化振興課へ連絡し、

発掘調査への変更を行った（2月8日)．

発掘調査は2月8日12日・’3日の3日間行なった．

2月8日は遺構確認，9川は遊椛棚削と，遺構の平而測

篭を行った．竪穴状ないし土坑状の落ち込み1基，ピッ

ト8基，計9基の遺榊を調査した．逝柵の覆土は暗褐色

土であった．包含層からは古代の遡物が少量ながら出土

しており，遺構も古代に屈するものと判断された．

写真167オイルタンク部南壁包含層検出状況（北より）

5．（本荘中）動物資源研究開発研究施設本館重油

地下タンク撤去に伴う立会調査（1242）

＜調査期間＞

2013年3月11日・11日

第Ⅱ章調査の記録
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で掘削が及んだ．オイルタンクは世径の半分程度掘り出

した後．クレーンで吊I)上げた．掘削は埋土内で済んだ．

掘削の過程で南壁と西確に包含屑が露出した．包含咽露

出部分の埋土の下端は地表下0.7～1.2mで．それ以下に

灰黄褐色土が存在した．また地表下l.nmで包含脳（黒

褐色土）が存在していた．包含j融の厚さは0.35iiiほどあ

る．更にその下は暗褐色土と黄褐色土の混じる土が厚さ

0.1iii確認でき．逝椛の可能性が考えられた．遺物はm

土しなかった．

写真168オイルタンク部タンク除去状況（東より）

写真169配管部地点中央部掘削終了状況（西より）
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写真170配管部地点北西部掘削終了状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録
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i兇符部はタンク西側と北側，北西側の3箇所からなっ

ていた．タンク西側は道路脇の桝からクランク状に延び

た配管の撤去で.ipnio.,5iii.長さ11.9m.深さ0.2～0.3m

まで掘削した．タンク北側は長方形の桝からクランク状

に延びた配管を撤去するため，幅0.6m.長さ3.7iii.深

さ地表下0.4～0.6mまで掘削した．ともに埋土内の掘削

で済んだ．タンク北西側は0.6×1.7mの範囲を地表下1.0

mまで掘削した．掘削は埋土を掘削し、管が切断されて

いることを確認して終了した．

遺物・遺構は出土しなかった，



Ⅱ－5本荘南地区(九品寺駆）（図8参照）
I

1．（本荘南）保健学科E棟東側地中埋設物撤去工

事に伴う立会調査（1243）

＜調査期間＞

2013年3月21日・25日

く調査面積＞

29㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

オイルタンク撤去工事に伴う立会調査である．オイル

タンク部の掘削とそれに付|雌する配僧:部の掘削からなる．

タンク部の掘削は7.3×4.5inの範囲のアスファルトと

その下の砕石（厚さ0.2iii)を除去後.5.9×3.5iiiの範囲

を掘削し，タンク周りをipliiO.6～1.2iii.深さ地表下2.4in

まで掘削した．掘削はみな埋土であったが，西壁の一部

で包含層が露出した．地表下0.5～l.lmまでは旧耕作土，

その下1.3mまでは包含鰯（黒褐色士）が存在したが，

包含層の下端は検出していない．タンクの下には2箇所

写真171調査区近景（南西より）

面

一

写真172オイルタンク部掘削作業状況（東より）

49

基礎があった．基礎は深さ0.5m.その下にステコンが

存在した．基礎は重機の爪でひっかけて取り出すので，

問題はないと判断し、掘削を終了した．遺構・避物は検

出されなかった．

配管部は約7.3in×ipl.il.lmの範囲の砕石を除去し、合

わせてタンク部分の壁際0.5×l.lmも掘削した．上位に

ある電気配線を掘り出し，脇にずらし，その後オイルタ

ンクの管の検出面（地表下0.55～0.9iii)まで下げた．管

検出面では，配管の掘り方を除けば，埋土と旧耕作土が

写真173オイルタンク部掘削終了状況（北東より）

写真174オイルタンク部タンク撤去状況（北より）

写真175オイルタンク部西壁包含層検出状況（東より）

第Ⅱ章調査の記録
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存在した．配管部分の鹸西端は管を切断するために，径

0,1mの円形の範囲を地表下0.8iiiまで掘り下げたが．埋

土内の掘削で済んだ．管は重機でひっかけて除去するた

め，掘削立会は終了とした．遺榊・遡物は存在しなかっ

た．

写真176配管部掘削終了状況（南東より）

写真177配管部西端掘削終了状況（南東より）

第Ⅱ章調査の記録

Ⅱ－6大江地区（薬学部） (図9参照）

1．（大江）屋外給水管修理に伴う立会調査（1219）

＜調査期間＞

2012年9月12日･13日

く調査面積＞

39.9㎡

＜調査員＞

松Ill光太郎・多側11,'i司．

＜調査概要・結果＞

薬学部入門ケート脇のA地点と，野球場北縁のB地点

からなる．

A地点は埋設給水管のプラグ止め工事に伴うもので

あった.1.5×1.5iiiの範囲を届出の深さl.Omまで掘削し

たが．アスファルトと砕石（地表下0.1m)と灰黄褐色

土の旧耕作土しか検出されず，給水管プラグは見つから

なかった．そこで熊本市文化振興課へ連絡し，更に下を

調査する許可を得たのち．下位を掘削した．地表下1.1

mまで掘削したところ，にぶい黄褐色ないし褐色土が堆

積しており．その下には褐灰色土が存在することが確認

された．褐灰色土上而で滞在をしたが，遺構・遺物は検

写真178A地点掘削風景（南西より）

写真179A地点掘削終了状況（南西より）
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図9大江地区（薬学部）における調査地点配置図(1/2000)
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出されなかった．その後調査区の北側を深さ1.5mまで

下げた．一部地山（にぶい黄褐色ないし褐色土）が出現

した．給水管のプラグはみつからなかった．褐灰色土は

包含屑である．遺物・遺構の検出もなかった，

写真180B地点掘削風景（西より） 写真181B地点掘削終了状況（西より）

鱒
己

3

ト
ワ
ー

第Ⅱ章調査の記録



52

写真184宮本記念館池周り掘削状況（南西より）B地点は埋設給水管工事に伴うものであった．総延長

は61mである．西端は1,1×1.8iiiの範|＃|を深さ0.9mまで

掘削した．既設管に取り付けるため，管下0.05mまで掘

削した．掘削したのは埋土であった．中央部はipl,i0.6in.

深さ045～0.5inを掘削したが，掘削は表土（暗褐色土）

～埋土内であった．さらに東端部分を追加調在し.1.0

x0.4inの範囲を深さ0.35m掘削したが，埋土内の掘削で

終わった．遺物・遺構は検出されなかった．

2．（大江北）薬学部A棟南側池系統屋外給水管改

修工事に伴う立会調査（1231）

＜調査期間＞

2013年1月28日・29H

＜調査面積＞

36.3㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

薬学部A棟南側にある池へ繋がる屋外給水管の改修工

事に伴う立会調査である．

車道ケート付近および池周りの配管工事と，宮本記念

写真185宮本記念館南西隅掘削作業状況（西より）

写真182調査区近景（南西より）

h命

1心

＝

館・資料館周囲の配管工事からなっていた．

車道ケート付近ではipi'iiO.5～0.75in．長さ7.2iiiの範囲

を深さ0.7mまで掘削した．上部0.28～0.Amはアスファ

ルト・砕石．下部0.3～0,12mは旧耕作土であった．池周

りは1幅0.3m・長さ19mの範囲を，深さ0.25in(一箇所0.5

m)まで掘削したが，表土内の掘削で終わった遡物・

遺構は検出されなかった．

宮本記念館・資料館周囲の配管工事は記念館南西隅の

水栓接続工事と，記念館・資料館周囲の配管設置工事か
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写真183車道ケート付近掘削終了状況（南西より） 写真186宮本記念館南西隅掘削作業状況（西より）

6

第Ⅱ章調査の記録



写真187宮本記念館南側掘削終了状況（西より）

写真188資料館東側掘削終了状況（南より）

らなっていた．宮本記念館南西隅の水栓接続部分は.1.3

×0.8mの範囲を深さl.Omまで掘削した．埋土内の掘削

で済んだ．

宮本記念館・盗料館周囲の配管は幅lO.lm.長さ65.2iii

の規模を有し，深さ0.25～0.3inまで掘削した．表土・埋

土内の掘削で終了した．遺物・遺櫛の検出はなかった．

3．（大江北）大江地区RI施設屋外給水弁取替工

事に伴う立会調査（1232）

＜調査期間＞

2013年1月30日

く調査面積＞

1.2m

＜調査員＞

松田光太郎・多撹晴司．

＜調査概要・結果＞

R1施設の南側において1.5×0.8iiiの純囲内を深さ1,(1

mまで掘削した．掘削したのは撹乱（埋土）と，旧耕作

土であった．旧耕作土は地表下0.35iii以下に存在し，地

表下l.Omにおいて包含層に移行していた．今回の掘削

53

写真189調査区近景（南東より）

写真190掘削状況（西より）

写真191掘削終了状況（北西より）

は包含屑上面を検出したにとどまり，包含屑自体は掘削

していない．遺構・遺物は確認されなかった．

第Ⅱ章調査の記録
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Ⅱ－7城東地区

1．（城東）教育学部附属幼稚園屋外埋設ガス配管

改修工事に伴う立会調査（1215）

＜調査期間＞

2012年8月21日

く調査面積＞

106.5㎡(35㎡）

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

附属幼稚園の通用門付近及び運動場北側において，ガ

ス管を敷設する工事である．

運動場側では，北端と南側の足洗い場正面付近の2箇

所にトレンチを設定して掘削を行った．北端のトレンチ

(Tti)では0.5×4inの範囲を地表下0.5iiiまで掘削した

が埋土内であった．南側のトレンチ(Tr2)では0.5×2

mの範囲を地表下0.6inまで掘削したが埋土内であった．

運動場側では，この深さでは文化財への影響は無いと判

断した．

写真192トレンチ1作業風景（南西より）

写真193トレンチ1掘削状況（南より）

第Ⅱ章調査の記録

通用門側では。敷地境界から建物までL字状に，幅

0.6iii.深さ0.8mで掘削を行ったが，埋土内であった．

世椛・遺物の検出はなかった．

写真194通用門作業風景（北西より）

写真195通用門西半部掘削状況（西より）
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写真196通用門東半部掘削状況（東より）



Ⅱ－8京町地区 (図II)参照）

’

1．（京町）附属小学校給食センター耐震二次診断

調査業務に伴う立会調査（1202）

＜調査期間＞

2012年6月L3日

く調査面積＞

7.1㎡

＜調査員＞

松田光太郎．

＜調査概要・結果＞

給食センター西壁沿いの建物基礎の規模を，耐震診断

の目的で調査するため，2箇所の掘削を実施した.給食

センター南西角より10.7iii北側の箇所を①地点，同南西

角を②地点とした．

①地点は1.7×1.9mの範囲を，地表下l.Omの深さまで

写真197①地点掘削終了状況（北西より）

図10京町地区における調査地点配置図(1/3000)
I

Ⅳ
I
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写真198②地点掘削終了状況（西より）

写真199②地点掘削終了状況（西より）

掘削し，建物基礎の規模（大きさとその厚さ）を確認し

た.掘削は埋土内で終了したが，建物基礎の西側では，

掘削土直下に黄褐色のローム土が存在した．

②地点は給食センター南西角を中心に，2.2×2.2niの

L字状の形に掘削したもので，地表下l/lmまで掘削し，

建物基礎の規模を確認した．こちらも掘削は埋土内で収

0 100m

第Ⅱ章調査の記録
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まり．遺椛・遺物共に出土しなかった．

2．（京町）附属小学校給水本管補修工事に伴う立

会調査（1210）

＜調査期間＞

2012年7月17日

く調査面積＞

3.3㎡

＜調査員＞

松田光太郎．

＜調査概要・結果＞

小学校東側の漏水を止めるための工事に伴う立会調査

であった．小学校校庭南側の水道管の分11皮部を探し，そ

の分il皮管を止栓するのが目的であった．校庭南側の水道

管用の竪坑付近に.0.5inほど離れた2箇所の穴を掘削

した．北側の地点は1.1×1.4mの範囲を深さ0.9iiiまで掘

削した．南側の地点は西辺0.7m・東辺1.4m・南辺1.7m

の台形の範囲を深さ1.05inまで掘削した．全て埋土内の

掘削で収まった．避物・遺構は検出されなかった．

写真200北地点掘削終了状況（東より）

写真201南地点掘削終了状況（西より）

第Ⅱ章調査の記録

写真202全体終了状況（東より）

3．（京町）教育学部附属中学校西側フェンス改修

工事に伴う立会調査（1211）

＜調査期間＞

2012年7月23日・24日

く調査面積＞

33.2㎡

＜調査員＞

松田光太郎．

＜調査概要・結果＞

新設するネッl､フェンスの基礎設置のため，長方形の

範囲を25箇所掘削した．大きいものは長辺が1.5m.小

さいものは0.7mであった．深さは0.7～0.9mあった．全

て埋土または旧耕作土内での掘削で収まった．樹木抜根

部分は2箇所掘削した．掘削は旧耕作土内で収まり，そ

の上の樹木を伐採した．なお本地点は京町椛内の西隅に

あたり，その西側は崖になっている．台地縁辺は埋め土

をして平坦にしているようであった．遺構・遺物は検出

されなかった．

写真203調査区北半近景（南より）
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写真204東側掘削部掘削終了状況（東より） 写真206作業風景（北西より）

写真205西側掘削部掘削終了状況（北より） 写真207遺構面検出状況（南より）
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写真208⑥⑦スパン掘削状況（南西より）
4．（京町）附属小学校体育館系統排水管改修工事

に伴う立会調査（1216）

＜調査期間＞

2012年8月28日

く調査面積＞

39.5㎡

＜調査員＞

大坪志子．

＜調査概要・結果＞

体育館近くの排水管から接続し，運動場の東側に側満

に沿った形で排水管を埋設する工事である．

(')mをlスパンとしながら北側より掘削を開始した．

北側では南へ約4mの間で，地表下0.7iiiで地山土を検出

したが，精査の結果遺榊は検出されなかった．これより

南側では，大型建物の基礎が検出されるなど，全て埋土

(撹乱）であった．遺椛・逝物の検出はなかった．

5。（京町）ブロック塀改修工事に伴う立会調査

（1221）

＜調査期間＞

2012年9月L9日

く調査面積＞

171㎡(5.7㎡）

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司

第Ⅱ章調査の記録



58

＜調査概要・結果＞

既存のコンクリート塀の基礎を利用し、その上に塀を

作る工事に伴う立会調査である．塀は南西部と北部から

なり，南西部が2箇所に分かれ，北部がiillがり角を境に

5箇所の直線部分からなっていた．総延長距離が218iii

と長いため，南西部で各箇所に1個ずつ，北部では長い

直線部分3箇所に掘削箇所を設け，埋蔵文化財の存在状

況の確認を行った．掘削箇所は南西部では西より恥1．

2，北部では西よりNo.3～5となっている．

写真209No.1作業風景（南東より）

写真210No.1掘削終了状況（東より）

写真211No.2作業風景（東より）

第Ⅱ章調査の記録

NoIは1.1×l.lmの範囲を深さ2.()iiiまで掘削した．掘

削は埋土内で収まったが，北側断而の地表下l.Om以下

の所で黄褐色ローム（地山）を確認した．

No,2は1.9×0.9inの範囲を深さl.Omまで掘削した．地

表下には厚く埋土が堆稲していたが，地表下0.85mで塀

際ipiiio.3mに埋土，それ以北に黄褐色ローム（地山）の

存在を確認した．塀際幅0.3m部分はl.Omまで下げた段

階で基礎を検出した．掘削は埋土内で収まり．ローム面

では遡椛は確認されなかった.0.3m幅の基礎のすぐ北

写真212No.2掘削終了状況（北より）

写真213No.3作業風景（東より）

～

写真214No.3掘削終了状況（南より）

,山

齢
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写真215N0.4作業風景（東より） 写真218No5掘削終了状況（南より）
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写真216No.4掘削終了状況（南より） 土内であった．

No.5は1.1×l.Omの範囲を北隅で既存の基礎が確認さ

れた地表下0.6mまで掘削した．掘削は埋土内で終始した．

北部は塀際0.12～().3m幅に基礎があり，その脇は埋土

であったので，掘削は埋蔵文化財に影響しないと判断し、

慎亜に工事を進めるように指示した上，立会を終了した

なお南西部・北部とも遺構・遺物は確認されなかった．

6．（京町）教育学部附属小学校校舎A・B棟空気

調和設備取設工事に伴う立会調査（1241）

＜調査期間＞

2013年3月7日

く調査面積＞

27.2㎡

＜調査員＞

松田光太郎・多賀晴司．

＜調査概要・結果＞

小学校校舎A棟北側とB棟北側の2箇所からなる．両

地点とも．エアコン室外機基礎新設部分（深さ0.2～0.3

写真217No.5作業風景（北東より）

写真219A棟地点近景（北西より）

側には地山が残っているが，工事は基礎上のipl,i0.3iiiで

行えるとのことであったので（届出の掘削幅は0.6iii).

掘削箇所およびそれ以外の部分について，塀際の基礎上

に限定して‘慎重に工事を進めるように指示した．

No.3は1.3×0.8mの範囲を深さ0.7mまで掘削した．北

隅で既存の基,礎が確認された深度で掘削を終了したが，

棚削は埋土内で収まった．

No1は1.0×l.Omの範囲を掘削した．北隅で既存の基

礎が確認された地表下0.7iiiまで掘削したが．掘削は埋

第Ⅱ章調査の記録
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写真220A棟地点掘削作業状況（西より）

－，凸型

写真221A棟地点西部桝掘削終了状況（南東より）

写真222A棟地点北西部掘削終了状況（東より）

Ill)と配管移設掘削部分からなっていた．

A棟北側(A棟地点）では，東西に並ぶ2つの既設桝

の間を繋ぐライン以南の7.3×0.4iiiの範囲（エアコン設

置部分）を地表下0.2～0.3in掘り下げたが，全て埋士内

の掘削であった．

次に2箇所の桝の間をつなぐヒューム管を中心に5.4

×0.6（ないし0.7)mの範囲を地表下0.9iiiまで掘削し

ヒューム管を引き抜いた．さらに新設配管用に2個の既

設桝を繋ぐライン以北（配管移設掘削部分）を南北1.6

第Ⅱ章調査の記録

写真223B棟地点近景（北西より）

･蕊謹譲｡｡鶏姦蕊

写真224B棟地点掘削終了状況（北より）

綴 §
■庵

T･鰹暫．
心辿間q、

m・東西5,1inの直角三角形に地表下0.9iiiまで掘削した．

これらの掘削は全て埋土内で収まった．

また西側の排水桝を撤去するため．1.6×1.2inの範囲

を掘削し，排水桝（西部桝）を撤去した．その後，新設

配管は，残っている既存のヒューム管に繋ぐように工事

が変更され，既存配管への接続部分0.9×l.Omの範囲を

掘削した．掘削深度が届出の深度0.9mより深くなるため，

熊本市文化振興課へ変更申請をした後，当該範囲（北西

部）を地表下l.lmまで掘り下げた．地表下l.Omで灰白

粘土（埋土）が出現し，地表下l.lmで明褐色ローム層

(地山）上而を検出した．掘削は埋土内で収まった．遺

物・巡構は発見されなかった．

なおエアコン室外機新設部分は校舎から北側に1～3

m掘削するものであったが，掘削深度は0.3mと浅く，

埋蔵文化財に影郷はないと判断し，慎重に工事を進める

ように指示して立会を終了した．

B棟北側(B棟地点）では，長方形の校舎に平行して

''1副.Im.長さ8.()iiiの範囲を掘削した．掘削箇所は，校

舎に近い南側からエアコン室外機基礎新設部（幅0.7m・

長さ8.0iii.深さ地表下0.15in).旧配管撤去部(11imo.iiit

長さ8.0m.深さ地表下0.15iii).新設配管部（1幅0.3m．



長さ8.0m,深さ地表下0.40m)に分けられる．掘削した

土は黄褐色ローム土・暗褐色土ブロック・操などが混ざ

る埋土であった．旧配管撤去部は掘削後，塩ビ管を手で

引き抜いて終了した．遺物・巡構は発見されなかった．

61
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賊 文

埋蔵文化財調査センター初年度の実質の活動は，新任の松田光太郎准教授を筆頭に，大

坪志子助教，石丸恵利子技術補佐員，村田知聖事務補佐員の4人が担った松田准教授は

財団法人かながわ考古学財団調査研冒究部で20年近く発掘調査に携わられた縄文時代の研究

者である．この度初めて九州に来られ，中九州の火山灰土と白川の堆積土，夏の暑さ，そ

して現場の肥後弁に慣れるまでご苦労があったことと思う．これを大坪・石丸両氏がよく

支えてくれた9月から半年間は，熊本県の発掘調査現場で活躍されていた多賀晴司さん

が技術補佐員として入ってくださった学長裁量経費による報告書作成作業は，発掘調査

に多くの時間を裂かねばならなかった影響で難渋したが，大坪助教と石丸技術補佐員のガ

ンバリで完成した．皆の労をねぎらいたい

埋蔵文化財調査室からセンターへの改組をまたいで，発掘調査の後方支援をしてきた村

田知聖事務補佐員が，春を限りに退職された．周到な配慮でセンターの業務を推進した功

績は大きい．5年間，まことにご苦労さまでした．

石丸技術補佐員は，担当された発掘調査を完遂し，大部の報告書を完成して3月に任期

を満了された．臨床医学教育研究センターの近代遺跡が明らかにした庶民生活の姿は貴重

である．深甚なる謝・意を表したい．

さて，熊本大学は文部科学省の女性研究者支援モデル育成事業に採択され，男女共同参

画への取り組みを推進中という．昨年のわがセンターの状況をみると，現場で指揮をとる

発掘調査を主要な業務とする者の75％は女性である．これほど女性の活腿する職場は本学

でトップクラスであろう．松田准教授には初めての九州でご苦労も多いことと察するが，

この職場の舵取りをどうかよろしくお願いしたい．

新たな組織とはいえ，センターには激動の1年であった．

2014年1月

埋蔵文化財調査センター長

文学部教授木下尚子
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Summary
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付篇12012年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組大 埋 文 保 対策 織

1．熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (1123.9.22～）

(趣旨）

第1条この規則は.熊本大学学則（平成16年4月1日制定）第9条第2項の規定に基づき。熊本大学埋蔵文化財調査

センター（以下「センター」という.）に関し必要な事項を定める．

(設世目的）

第2条センターは.熊本大学（以下「本学」という.）に所在する避跡を発掘洲査するとともに,出土した埋蔵文化財

を記録,，保存及び活用し，もって本学の教青研究に寄与することを目的とする．

(業務）

第3条センターは．次に掲げる業務を行う．

1埋蔵文化財調査の実施計画の立案及び実施に関すること．

（2）出土した埋蔵文化財の整理,保管及び保存に関すること．

（3）文化庁等に提出する報告番の作成に|側Iすること．

（4）その他センターの目的を達成するために必要な事項．

(職員）

第4条センターに，次に掲げる職員を世く．

1センター長

（2）専任教員

（3）その他必要な職員

(センター長）

第5条センター長の選考は,本学の専任の教授のうちから，第7条に規定する委員会の推薦に基づき，学長が行う．

2センター長は，センターの業務を掌理する．

3センター長の任期は，2年とし.再任を妨げない．

4センター長に欠員が生じた場合の補欠のセンター長の任期は,前項の規定にかかわらず,前任者の残任期間とする．

(専任教員）

第6条専任教員の選考は,熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委員会の談に基づき，学長が行う．

2専任教員の選考に関し必要な事項は,別に定める．

(委員会の設置）

第7条センターの管理運営に関する事項を審議するため,熊本大学埋蔵文化財調査センター運営委員会（以下「委員

会」という.）を置く．

(委員会の組織）

第8条委員会は，次に掲げる委員をもって組織する．

(1)センター長

（2）センターの専任教員

（3）文学部、教育学部、法学部及び医学部附属病院から選出された教授又は准教授各1人

（4）大学院自然科学研究科及び大学院生命科学研究部から選出された教授又は准教授各2人

（5）運営基盤管理部の施設担当部長

（6）その他センター長が必要と認めた者若干人

2前項第3号から第8号まで及び第10号の委員は.学長が委嘱する．

3第1項第3号から第8号までの委員の任期は，2年とし.再任を妨げない．

4第1項第3号から第8号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は,前項の規定にかかわらず.前任者

の残任期間とする．

5第1項第1(1号の委員の任期は.学長が委嘱の都度定めるものとし,再任を妨げない．

(委員会の審議事項）

第9条委員会は．センターに関する次に掲げる事項（熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に|脚する委員会規則

付篇12012年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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（平成16年4月1日制定）第3条に定める事項を除く.)を審議する．

(1)センターの業務に関すること．

（2）センター長候補者の推薦に関すること．

（3）施設及び予算に関すること．

（4）その他センターの管理運営に関すること．

(委員長）

第10条委員会に，委員長を置き．センター長をもって充てる．

2委員長は,委員会を招集し，その議長となる．

3委員長に事故があるときは．委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する．

(議事）

第11条委員会は,委員の過半数が出席しなければ,議事を開き，議決をすることができない

2委員会の議事は．出席した委員の過半数をもって決し,可否同数のときは,議長の決するところによる．

(意見の聴取）

第12条委員長は.必要があるときは．委員以外の者を委員会に出席させ.意見を聴くことができる．

(事務）

第13条センター及び委員会の事務は．運営基盤管理部施設企画ユニットにおいて処理する．

(雑則）

第14条この規則に定めるもののほか.センターの運営に関し必要な事項は．センター長が別に定める．

附則

lこの規則は.平成23年10月1日から施行する．

2国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会規則（平成16年4月1日制定）及び熊本大学埋蔵文化財調査室要項

（平成16年4月1日制定）は.廃止する．

3この規則施行後,最初に任命されるセンター長は．第5条第1項の規定にかかわらず，この規則により選考された

ものとみなす．

4この規則施行後,最初に任命されるセンター長の任期は，第5条第3項の規定にかかわらず,平成25年3月31日ま

でとする．

5この規則施行後.最初に委嘱される第8条第1項第3号及び第4号の委員の任期は．同条第3項の規定にかかわら

ず.平成25年3月31日までとする．

22012年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調査センター組織

くセンター長＞

＜専任教員＞

(併・文学部教授）

＜技術補佐貝>(2011年5月～2013年3月）

(2012年9月～2013年3月）

＜事務補佐貝＞

＜室内作業員>(2012年6月～2013年3月）

(2012年7月～2013年3月）

(2012年10月～2013年3月）

付篇12012年度熊本大学埋蔵文化財保誕対策組織

木下

松田

大坪

石丸

多賀

村田

江口

鬼塚

小山

首藤

末吉

増井

山寄

井上

入江

尚子(2011.10.1～）

光太郎

志子

恵利子

晴司

知聖

路

美枝

正子

優子

美紀

弘子

早苗

裕美

由真



(2013年3月）

2埋蔵文化財調査センター運営委貝会

委員長木下尚子（埋蔵文化財･調査センター長）

委員杉井健（文学部准教授）

熱武彦（教育学部教授）

大津博明（法学部教授）

安仁屋勝（大学院自然科学研究科教授）

伊東龍一（大学院自然科学研究科教授）

字宿功市郎（大学院生命科学fill究部教授）

黒ft奇博雅（大学院生命科学研究部准教授）

平井俊範（医学部附属病院准教授）

黒木浩（運営基盤管理部施設担当部長）

木下尚子（削職文化財調査センター長）

松田光太郎（埋蔵文化財調査センター専任教員）

大坪志子（埋蔵文化財調査センター専任教員）

典嶺友紀也

甲斐郁

柴田亮

任期(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

12011.10.1～2013.3.31)

(2012.4.1～2013.3.31)

(2011.10.1～2013.3.31)

(2012.1.1～）

(2011.10.1～）

審議事項

2012年4月19日 議題

1'平成21年度埋蔵文化財調査センター予算配分（案）について

2）「発掘調査報告書」刊行スケジュールについて

3）平成24年度埋蔵文化財包蔵地における土木工事予定について

報告

1）平成23年度埋蔵文化財発掘調査結果について

2）平成23年度埋職文化財調査センター運営磯実績について

3）その他

2012年10月31日 議題

1埋蔵文化財調査センター運営委員会の見直しについて

2013年3月1日議題

1）埋蔵文化財洲査センター長･候補者の選考方法について

付篇2 埋蔵 ター2012年度調査 研究活動記録
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【調査員】

大坪志子

・科学研究費補助金若手(A)平成21年～21年度I石製装身具の石材分析からみた細文社会の地域間交流と膿耕化へ

の変遷過程の研究j研究代表者

・2012年「第10節純文時代石製装身具の科学分析」『北井門遺跡2次調査』公益財団法人愛媛県埋蔵文化財センター，

pp.531-538.

.2012年「西南戦争逝跡出土遺物の蛍光X線分析」「玉東町西南職争遺跡調査総合報告書j玉東町文化財調査報第8集．

玉東町教育委員会.pp.157-101.
.2012年東アジア国際ミニシンポジウム「弥生の人々の祈りとその源流」壱岐市立一支国博物館

付篇2埋蔵文化財調査センター2012年度調査・研究活動記録
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報告書抄録

’

※北緯・東経の数値は世界測地系に基づく値です

報告書抄録

ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ号

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりが．な

所収遺跡名

ほんじよう
本庄う避鋤；

(1205地点）

ほんじよう
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'I207J也点）
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本庄j戦跡§

(1223地点）
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ほんじよう
本庄遺跡：

（1234地・点）

くまもとだいがぐまいぞうぶんかざいちようさせんた－ねんぽうni

熊本大学埋職文化財調査センター年報19

熊本大学埋蔵文化財調査センター年報

19

木下尚子・松、光太郎・大坪志子・多賀晴司

熊本大学埋蔵文化財調査センター

〒860-8555熊本県熊本市'ド央区黒髪2-39-1TEL.096-342-3832FAX.096-342-3832

2014年3月2811
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所在地

くまもと

本リI4

熊本市
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コード

市町村

13201

43201

13201

13201

13201

43201

遺跡番号
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北緯
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７
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39〃
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〃
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７
７
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１
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。
ｌ
坐
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東経

130。

42′

45"

130。

42′

42″

130

42′

44"

130。

42′

47″

130。
ｆ
〃
２
４
４
４

130。

43′

46″

調査期間

20120625
～

20120719

20120629

20121001
～

20121218

20121113

20130208
～

20130213

20130221
～

20130222

調査面積

756㎡

100m

1059㎡

2.2㎡

9.3㎡

､1㎡

調査原因

学校敷地内
の開発事業
に伴う

学校敷地内
の開発事業
に伴う

学校敷地内
の開発事業
に伴う

学校敷地内
の開発事業
に伴う

学校敷地内
の開発事業
に伴う

学校敷地内
の開発事業
に伴う

所収遺跡
ほんじよう

本庄避鋤；
(1205地点）

ほんじよう

本庄遺跡；

(1207地点）

ほんじよう

本庄通称

(1223地点）

ほんじよう
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(1226地.

ほんじよう
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本庄i避弥
(1234地
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集落hl§
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集落Jll:

集落雌
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集落Jll:．墓地

主な時代

古代・近世

古代

古墳・古代・近世

古代

古代・近代

主な遺構

溝・ピット

ピット

竪穴住居力|:．掘立柱建
物jJ'二・瀧・ピット

ピット

土坑（墓城）

主な遺物

土師器・須恵器．
陶磁器・動物骨

通物なし

純文土器・石器・土師
器・須恵器・銅製品・陶
磁器・土製品・動物骨

遺物なし

土師器・須恵器

土師器・須恵器・磁器

特記事項
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